
　
出
　
張
・
研
　
修

　
主
　
な
　
事
　
柄

入
所・退
所

入
所・退
所

・
理
事
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

・
平
成
23
年
度
事
業
計
画

・
平
成
22
年
度
事
業
報
告

・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
職
員
派
遣
報
告

・
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
「
さ
く
ら
」
近
況
報
告

・
新
人
紹
介

ススポポッットト

編
集
後
記

編
集
後
記

　
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
体
調
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
は
大
変
な
猛
暑
で
し
た
が
、

今
年
は
い
く
ら
か
過
ご
し
や
す
く

感
じ
ま
す
。電
力
の
節
電
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、当
所
も
出
来
る
だ

け
の
節
電
に
は
努
め
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
の
健
康
が
一
番
大
切
な
の

で
無
理
な
節
電
対
策
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
節
電
の
効
果
が
出
て
お
り
、７
月

の
今
年
度
と
前
年
度
の
比
較
で
は

一
日
当
た
り
13
％
の
節
電
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
福
祉
施
設
で
の
節
電
は
難
し
い

面
も
あ
り
ま
す
が
引
き
続
き
努
力

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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１
　
月

　
５
　
新
年
会

　
27
　
床
清
掃

２
　
月

　
14
　
エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

　
18
　
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
保
護
者
会

　
25
　
火
災
避
難
訓
練

３
　
月

　
11
　
東
京
都
ま
ど
か
実
地
検
分

　
17
　
消
防
設
備
点
検

　
23
　
理
事
会・評
議
員
会

４
　
月

　
12
　
全
体
報
告
集

　
20
　
ア
ン
テ
ナ
工
事

　
22
　
床
清
掃

　
26
　
地
震
避
難
訓
練

５
　
月

　
１
　
日
本
財
団
自
販
機
搬
入

　
17
　
空
調
切
替

　
21
　
春
季
レ
ク（
サ
イ
ボ
ク
）

　
26
　
理
事
会
・
評
議
員
会

　
28
　
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会（
知
的
障

　
　
　
害
者
16
名
参
加
）

　
30
　
エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

　
　
　
消
防
立
入
検
査

　
31
　
湯
澤
理
事
長
送
る
会

６
　
月

　
15
　
全
体
報
告
集
会

　
20
　
火
災
熱
感
知
器
増
設
工
事

　
21
　
耐
震
診
断
工
事

１
　
月

　
５
　
武
蔵
村
山
市
長
挨
拶

　
７
　
瑞
穂
町
長
挨
拶

　
11
　
相
談
支
援
２
日
研
修

（
郡
山
　
12
日
迄
）

　
14
　
あ
き
る
の
学
園（
大
滝
）

　
　
　
都
庁・業
務
連
絡
会（
遠
藤
）

　
17
　
相
談
支
援
２
日
研
修

（
藤
澤・岡
部
　
19
日
）

　
20
　
就
労
支
援
営
業
セ
ミ
ナ
ー

（
大
月・長
沼
）

　
　
　
ゼ
ン
コ
ロ
事
業
プ
ロ
ジ
ェク
ト（

綱
嶋
）

　
　
　
退
職
共
済
説
明
会（
戸
村
）

　
　
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋・加
藤
）

　
24
　
自
立
支
援
協
議
会（
高
橋
）

　
25
　
ゼ
ン
コ
ロ
企
画
プ
ロ
ジ
ェク
ト（

遠
藤
）

２
　
月

　
１
　
東
社
協
総
会（
高
橋
）

　
３
　
授
産
連
企
画
委
員
会（
遠
藤
）

　
９
　
多
摩
総
研
修（
遠
藤
）

　
10
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会（
高
橋
）

　
13
　
正
夢
の
会
10
週
年（
高
橋
）

　
17
　
地
域
災
害
活
動
相
互
応
援
協
定

　
　
　
施
設
連
絡
会（
遠
藤
）

　
18
　
業
務
連
絡
会（
遠
藤
）

　
　
　
就
労
支
援
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
修

（
郡
山・藤
澤
）

　
21
　
雇
用
報
奨
金
説
明
会（
戸
村
）

　
22
　
厨
房
機
器
展（
高
橋
・
永
井
・
神
山
）

　
　
　
授
産
連
委
員
会（
遠
藤
）

　
23
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋・加
藤
）

３
　
月

　
３
　
ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
湯
澤
・
高
橋
）

　
７
　
革
細
工
機
械
見
学

（
高
橋・赤
星・遠
藤
）

　
24
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋・加
藤
）

４
　
月

　
８
　
業
務
連
絡
会（
遠
藤
）

　
13
　
審
査
会
全
体
会（
高
橋・遠
藤
）

　
22
　
就
労
ネ
ッ
ト（
加
藤
）

　
28
　
授
産
連
委
員
会（
遠
藤
）

５
　
月

　
13
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会（
高
橋
）

　
　
　
業
務
連
絡
会（
遠
藤
）

　
14
　
み
や
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
派
遣

（
遠
藤・押
川・戸
村
21
日
迄
）

　
18
　
ゼ
ン
コ
ロ
事
業
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
綱
嶋
19
日
迄
）

　
27
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋・加
藤
）

６
　
月

　
２
　
ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
湯
澤・高
橋
３
日
迄
）

　
８
　
東
社
協
総
会（
高
橋
）

　
10
　
安
全
運
連
管
理
者
講
習（

高
橋
）

　
　
　
業
務
連
絡
会（
遠
藤
）

　
14
　
栄
養
管
理
講
習（
神
山
）

　
　
　
お
伊
勢
の
森
運
営
委
員
会（

遠
藤
）

　
15
　
村
山
市
長
挨
拶

（
鈴
木・湯
澤・高
橋
）

　
17
　
東
社
協
研
修（

高
橋・郡
山・稲
積
）

　
　
　
革
細
工
機
器
見
学（

赤
星・遠
藤
）

　
23
　
授
産
連
総
会（
遠
藤
）

　
24
　
ゼ
ン
コ
ロ
企
画
プ
ロ
ジ
ェク
ト（

遠
藤
）

　
29
　
就
労
ネ
ッ
ト（
高
橋・加
藤
）

　
30
　
学
校
運
営
協
議
会
準
備
会（

高
橋
）

　
湯
澤
理
事
長
の
退
任

　
５
月
末
を
も
ち
ま
し
て
湯
澤
理
事

長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。昭
和
60
年

に
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
入
社
し
、平

成
９
年
に
開
設
し
た
セ
ル
プ
あ
か
つ

き
の
施
設
長
と
な
り
、平
成
18
年
か

ら
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、長
年
に
わ

た
り
当
法
人
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し

た
。今
後
は
理
事
と
し
て
あ
か
つ
き
コ

ロ
ニ
ー
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
ま
た
湯
澤
元
理
事
長
か
ら
１
０
０

万
円
の
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
こ
と

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
当
に
長
年
に
わ
た
り
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

■
入
所

　
３
月
　
吉
田
　
直
矢（
就
労
移
行
）

　
４
月
　
谷
口
し
お
り（
就
労
移
行
）

　
　
　
　
大
當
　
健
伍（
就
労
移
行
）

　
　
　
　
嶋
田
　
直
人（
就
労
移
行
）

　
　
　
　
青
木
　
　
涼（
就
労
移
行
）

　
　
　
　
三
戸
亜
希
子（
就
労
移
行
）

　
７
月
　
中
渡
　
義
昭（
作
業
二
課
）

■
退
所

　
５
月
　
黒
沢
　
亮
太（
就
労
移
行
）

　
　
　
　
片
山
　
卓
哉（
就
労
移
行
）

10
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新人紹介新人紹介

みなさん
　よろしくお願い
　　　　　しま～す！！

■４月１日からあかつきコロニーの就労
移行に入りました三戸亜希子です。よ
ろしくお願いします。就労移行ではお
むつのピッキングをしたりおむつを袋
づめゴムかけ清掃をしています。仕事
にもなれて来てたのしくやっています。
就労移行　三戸亜希子

■ライオンが好きです。
　ルパンが好きです。
　アンパンマンが好きです。
　カメハメ波が好きです。
　ドンキーコングが好きです。

就労移行　大當健伍

■僕はサッカーが好きで浦和で試合が有
ると毎週の様に見に行っています。毎週
日曜日に小平のサッカーチームに入って
練習や試合をしています。人生と恋愛は
サッカーに似てると思います。メモに書
いて会話しますがよろしくお願いします。

就労移行　青木　涼

■初めまして中渡です。どうぞ
気軽に話し掛けて下さい。
一生懸命頑張りますのでよ
ろしくお願いします。

作業二課　中渡義昭

■僕のとくいなことは、バスケットボ
ールが好きです。好きな食べもの
はなっとうが好きです。好きなか
しゅは、西野カナがスキです。あと
は、ソフトボールが好きです。あと
は、音楽きいてるのがいいですね。

就労移行　嶋田直人

■TVが好きです。TVがせつでんで
す。TVが暑くなります。本をよみ
たいです。パソコンが好きです。
夜中です。ペットボトルが同じで
す。トイレが好きです。ラーメン
が好きです。リモコンが好きです。
　　　就労移行　吉田直矢

■私は谷口しおりです。
　 高校はあきる野学園出身です。部活はバス
ケットボール部です。大会には二回出ました。

　 自分の長所は元気がいい所です。ですが、自
信が、ないと、声が小さくなってしまいます。

　 もっと、声を出して仕事ができる様に頑張り
ます。  就労移行　谷口しおり

　「
オ
ヤ
ジ
、
バ
ン
ザ
イ
」

　
今
回
、
理
事
長
の
大
役
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
鈴
木
賢
一
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
先
ず
最
初
に
何
故
、
私
が
理

事
長
に
選
任
さ
れ
た
か
と
言
い

ま
す
と
、
二
代
目
理
事
長
、
鈴
木

善
四
郎
が
私
の
父
だ
か
ら
で
す
。

　
今
で
は
私
の
父
の
事
を
知
っ

て
い
る
方
も
あ
ま
り
多
く
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
父
の
事
を

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
父
は

今
か
ら
三
十
六
年
前
の
八
月
八

日
に
五
十
九
才
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
父
は
北
海
道
の
出
身
で

戦
後
、
有
限
会
社
鈴
木
工
業
を

起
こ
し
ま
し
た
。
何
を
や
っ
た

か
と
言
い
ま
す
と
、
主
に
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
と
旧
郵
政
省
の
仕

事
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
父

は
私
に
沢
山
、
有
形
、
無
形
、
色

ん
な
物
を
遺
し
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
も
父
の

死
後
、
ず
っ
と
私
は
理
事
を
つ

と
め
て
き
ま
し
た
が
、
何
故
父

が
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
対
し

て
、
情
熱
を
も
や
し
て
や
っ
て

い
た
か
、
私
は
聞
い
た
事
も
な

く
、
疑
問
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
解

か
り
ま
し
た
。
私
は
十
才
の
頃
、

交
通
事
故
に
遭
い
、
今
も
右
足

首
が
曲
が
ら
な
い
為
、
身
体
障

害
五
級
で
す
。
そ
の
事
が
原
因

で
身
体
障
害
者
の
為
に
な
に
か
、

お
役
に
立
て
る
事
が
出
来
た
ら

と
思
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
私
も
こ
の
理
事

長
の
職
は
、
天
職
で
あ
り
、
天

命
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

父
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
私
は

九
十
才
に
な
る
母
と
一
緒
に
父

の
墓
に
毎
月
八
日
の
命
日
に
行

っ
て
拝
ん
で
お
り
ま
す
。

　
父
の
死
後
、
私
は
鈴
木
工
業

を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
当
時
、
二

億
円
の
売
上
げ
を
五
億
円
迄
伸

ば
し
ま
し
た
。
今
は
事
業
は
縮

小
し
ま
し
た
が
、
今
だ
に
繰
越

利
益
は
プ
ラ
ス
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

　
も
う
一
つ
父
の
遺
し
て
、
忘

れ
ら
れ
な
い
も
の
に
ゴ
ル
フ
が

あ
り
ま
す
。
千
葉
に
あ
る
東
千

葉
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と
い
う
会
員

権
で
す
。
父
が
亡
く
な
る
ま
で

私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
と
て
も
ゴ

ル
フ
を
す
る
暇
も
お
金
の
余
裕

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
体

障
害
者
で
あ
っ
て
も
、
右
足
首

が
曲
ら
な
い
位
は
、
な
ん
て
事

も
な
く
や
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

競
技
の
新
年
杯
で
準
優
勝
ま
で

と
り
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
も

十
五
に
な
り
ま
し
た
が
、
ゴ
ル

フ
場
が
倒
産
し
て
し
ま
い
、
最

近
は
あ
ま
り
や
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
非
常
に
残
念
な
の
は
、

父
と
一
緒
に
プ
レ
ー
を
す
る
事

が
一
度
も
出
来
な
か
っ
た
事
で

す
。
父
も
ゴ
ル
フ
は
大
好
き
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
晩
年
は
鳩
山

前
総
理
の
父
の
鳩
山
威
一
郎
さ

ん
と
よ
く
プ
レ
ー
を
し
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
関
係

で
顧
問
を
や
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
流
れ
で
日
産
の
エ
レ
メ
ン

ト
の
仕
事
を
も
ら
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
エ
レ
メ
ン
ト

の
仕
事
は
実
に
約
四
十
年
に
な

り
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の
大

き
な
柱
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

流
れ
で
鳩
山
さ
ん
二
男
の
邦
夫

さ
ん
が
、
台
東
区
、
文
京
区
、
中

央
区
か
ら
初
出
馬
し
て
衆
議
員

に
当
選
し
た
時
は
、
父
は
大
変

な
応
援
を
し
て
ま
し
た
。
そ
ん

な
関
係
で
今
で
も
家
に
は
御
中

元
、
御
歳
暮
が
邦
夫
さ
ん
か
ら

届
き
ま
す
。

　
最
後
に
も
う
一
つ
、
父
か
ら

貰
っ
た
も
の
に
西
独
の
留
学
の

話
が
あ
り
ま
す
。
私
は
私
立
暁

星
学
園
で
仏
語
を
勉
強
し
、
大

学
を
卒
業
後
、
西
独
と
英
国
に

留
学
し
帰
国
し
た
時
に
は
仏
語
、

独
語
、
英
語
と
三
ヶ
国
の
言
葉

を
喋
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
お
正
月
に
又
書
く
機
会

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
次

回
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
に
つ
い

て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

も
色
々
な
問
題
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
微
力
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
御
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

理
事
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

理
事
長

　鈴

　木

　賢

　一

施
設
長
　
熊
谷

　昌
博

　
早
い
も
の
で
、
指
定
管
理
者
と
し
て
の
運
営

も
２
年
目
を
迎
え
、
昨
年
度
の
反
省
点
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
普
段
は
、
箱
折
り
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
加
工
・
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
の
選
び
ん
作
業
・
外
作
業

（
草
取
り
・
清
掃
）
等
、
作
業
が
中
心
の
日
課
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
間
計
画
の
中
で
、
利
用
者

の
方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
行
事
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
実
施
し

た
行
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

⑴
日
帰
り
旅
行

　
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、３
月
末
か
ら
延
期

し
て
お
り
ま
し
た
日
帰
り
旅
行
を
、５
月
27
日

（
金
）
に
実
施
し
ま
し
た
。
大
型
バ
ス
で
、
埼
玉

県
秩
父
方
面
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
午
前

中
は
、
寄
居
町

に
あ
る
「
川
の

博
物
館
」
を

見
学
。
荒
川
の

歴
史
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

昼
食
は
長
瀞

の
「
長
生
館
」

に
て
摂
り
ま

し
た
。
長
瀞
と

言
え
ば
ラ
イ
ン
下
り
が
有
名
で
す
が
、
船
の
苦

手
な
方
が
い
る
た
め
、見
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

午
後
は
、「
小
松
沢
レ
ジ
ャ
ー
農
園
」
で
食
べ
放

題
の
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。時
期
的
に
、

お
土
産
用
は
な
く
食
べ
ら
れ
る
だ
け
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
中
に
は
30
個
も
食
べ
た
方
が
い
た

と
か
。
行
き
帰
り
の
バ
ス
で
は
、
皆
さ
ん
の
大
好

き
な
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
の
方
は
全
員
参

加
さ
れ
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
第
31
回
瑞
穂
町
福
祉
運
動
会

　「
ふ
れ
あ
い
・
さ
さ
え
あ
い
・
や
さ
し
さ
の
あ

る
ま
ち
　
み
ず
ほ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、６
月
19
日

（
日
）
瑞
穂
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
福

祉
運
動
会
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
瑞
穂

町
の
障
害
者
団
体
、
施
設
が
一
同
に
集
ま
り
、
パ

ン
食
い
競
争
・
玉
入
れ
・
綱
引
き
等
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
最
後
の
種
目
の
リ
レ
ー
で
は
、
全
員

参
加
の
中
、
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
の
レ
ー
ス
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
、
な
か
な
か
見
る
こ

と
の
で
き
な

い
利
用
者
の

方
の
一
面
を
、

垣
間
見
た
よ

う
な
気
が
し

ま
し
た
。

3 8

東
日
本
大
震
災

　被
災
地
職
員
派
遣
報
告

東
日
本
大
震
災

　被
災
地
職
員
派
遣
報
告

〜
み
や
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）に
参
加
を
し
て
〜

総
務
　
戸
村

　仁
郎

　
5
月
14
日
か
ら
5
月
21
日
ま
で
の

8
日
間
、み
や
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー（
Ｊ

Ｄ
Ｆ
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
被
災
地

の
復
興
支
援
に
参
加
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
ず
被
災
地
に
入
り
感
じ

た
こ
と
は
、
映
像
で
見
る
被
災
地
と

実
際
に
見
る
被
災
地
と
で
は
ま
っ
た

く
の
別
物
だ
と
い
う
事
で
し
た
。
テ

レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
得
る
情

報
で
は
、
視
覚
と
い
う
限
ら
れ
た
感

覚
で
し
か
情
報
を
得
ら
れ
な
い
の
に

対
し
て
、
実
際
の
被
災
地
で
は
潮
と

ヘ
ド
ロ
の
混
じ
っ
た
臭
い
や
、
自
分

の
身
長
を
軽
々
と
超
え
る
残
骸
の
高

さ
な
ど
想
像
以
上
の
光
景
に
言
葉
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
自
分
に
何
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か

と
思
い
な
が
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
私
が
担
当
し
た
地
域
は
、
宮
城
県

南
部
に
あ
る
山
元
町
の
工
房
地
球
村

と
い
う
精
神
障
害
者
通
所
授
産
施
設

の
復
興
支
援
で
、
参
加
を
し
た
期
間

は
施
設
の
再
開
2
週
目
に
あ
た
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
職
員
と
い
う
形
で
の
活

動
で
し
た
。
山
元
町
は
イ
チ
ゴ
農
家

が
全
部
で
１
５
０
件
を
超
え
る
イ
チ

ゴ
の
名
産
地
で
あ
っ
た
場
所
で
す

が
、
地
震
や
津
波
の
被
害
で
わ
ず
か

3
件
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
と
地
元
農

家
の
方
に
聞
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
山

元
町
に
あ
る
地
球
村
で
は
加
工
用
の

い
ち
ご
を
ジ
ャ
ム
に
し
た
り
、
ク
ッ

キ
ー
に
使
用
し
た
り
と
震
災
の
影
響

で
施
設
を
再
開
し
て
も
授
産
項
目
が

全
く
な
い
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
中
で
も
施
設
を
再
開
し
た
こ

と
で
利
用
者
の
方
の
日
中
活
動
の
場

所
と
し
て
、
と
て
も
大
き
な
役
割
に

な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
の
中
に
は
避
難
所
か
ら

通
っ
て
い
る
方
や
、
家
族
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
方
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ

り
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
状
態
で
し
た
。
施
設
が
そ
こ
に
在

る
、
居
場
所
が
在
る
と
い
う
事
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
改
め
て
実
感

を
し
ま
し
た
。
震
災
か
ら
3
カ
月
が

た
っ
た
今
、
少
し
ず
つ
被
災
地
は
復

興
に
向
か
っ
て
い
る
と
ニ
ュ
ー
ス
で

聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
把
握
で

き
て
い
な
い
状
態
が
あ
り
、
ま
た
本

人
か
ら
支
援
を
求
め
る
こ
と
の
難
し

い
方
が
い
る
事
を
被
災
地
に
行
っ
て

み
て
感
じ
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
福
祉
施
設
の
職
員
と
し
て
、

ま
た
一
個
人
と
し
て
支
援
に
携
わ
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

被
災
地

　
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
て

印
刷
部
　
押
川

　
　遊

　
宮
城
の
被
災
地
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
、
5
月
14
日
か
ら
21
日
の
第

8
ク
ー
ル
、
6
月
24
日
か
ら
30
日
の

第
14
ク
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　
第
8
ク
ー
ル
で
は
、
地
震
と
津
波

の
被
害
が
大
き
か
っ
た
女
川
町
で
の

活
動
、
活
動
内
容
は
障
害
者
の
所
在

確
認
と
ニ
ー
ズ
調
査
、
第
14
ク
ー
ル

で
は
山
元
町
に
あ
る
軽
作
業
所
で
の

日
中
活
動
支
援
で
し
た
。

　
女
川
町
は
被
害
が
大
き
く
、
第
8

ク
ー
ル
で
訪
れ
た
時
は
市
街
地
の
鉄

筋
ビ
ル
が
倒
れ
、
残
っ
た
ビ
ル
の
屋

上
に
は
車
や
家
が
乗
っ
て
お
り
、
瓦

礫
は
街
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
。
他
に

も
工
場
で
よ
く
見
る
球
体
の
タ
ン
ク

が
い
く
つ
も
転
が
っ
て
い
た
り
、
線

路
は
捲
れ
電
車
も
横
転
、
船
が
内
地

の
方
に
放
置
さ
れ
て
る
の
は
当
然
の

光
景
で
、
山
の
中
腹
に
引
っ
か
か
っ

て
い
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
交
通
は

自
衛
隊
の
誘
導
で
瓦
礫
を
避
け
な
が

ら
、
迂
回
路
に
な
っ
て
い
る
山
道
も

地
割
れ
と
土
砂
が
頻
繁
に
あ
り
非
常

に
危
険
な
状
況
で
し
た
。

　
第
14
ク
ー
ル
で
は
一
日
だ
け
女
川

町
に
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

辺
り
一
面
に
散
乱
し
て
い
た
瓦
礫
は

い
く
つ
か
の
ビ
ル
と
建
築
物
の
土
台

を
残
し
殆
ど
撤
去
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
以
前
は
そ
の
日
の
対
応
に

追
わ
れ
て
い
た
市
役
所
や
社
会
福
祉

協
議
会
も
少
し
落
ち
着
い
た
様
子

で
、
会
議
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
震
災
か
ら
3
カ
月
で
瓦
礫
の
撤
去

が
終
わ
っ
た
状
態
と
聞
く
だ
け
で
は

遅
く
感
じ
ま
す
し
、
実
際
初
め
て
女

川
町
を
訪
れ
た
方
々
に
は
ま
だ
ま
だ

酷
い
状
況
だ
と
感
じ
た
よ
う
で
す

が
、
以
前
の
状
況
か
ら
現
状
ま
で
一

カ
月
程
度
で
と
い
う
の
は
非
常
に
早

く
感
じ
ま
し
た
し
、
被
災
地
の
方
々

も
「
瓦
礫
撤
去
が
早
い
」
と
い
う
話

を
し
て
い
ま
し
た
。「
外
か
ら
見
た

被
災
地
」
と
「
中
か
ら
見
た
被
災
地
」

の
大
き
な
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
山
元
町
で
は
、
日
中
活
動
支
援
と

し
て
3
日
間
活
動
し
ま
し
た
。
こ
こ

は
女
川
町
と
は
状
況
が
全
く
違
い
津

波
は
到
達
し
て
お
ら
ず
一
見
被
害
が

少
な
く
見
え
ま
し
た
が
、
福
島
の
原

発
か
ら
60
キ
ロ
圏
内
に
あ
り
毎
日
放

射
能
測
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
地
面
か
ら
1
4
0
㎝
程
度
で
通

常
の
3
倍
、
地
面
で
は
4
倍
の
放
射

能
が
検
出
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。
作

業
の
一
つ
と
し
て
農
作
業
も
行
い
ま

し
た
が
作
物
を
収
穫
し
て
も
内
部
被

曝
の
可
能
性
が
あ
る
為
に
出
荷
も
み

ん
な
で
食
べ
る
事
も
出
来
な
い
と
い

う
事
で
し
た
。

　
こ
こ
で
は
障
害
者
の
方
と
接
す
る

機
会
が
多
く
あ
り
、
今
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
目
的
で
あ
る
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
え
る
場
所
だ
っ
た
の
で
す
が
、

日
常
会
話
の
中
で
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上

げ
る
と
い
う
の
は
思
っ
て
い
た
以
上

に
難
し
く
、
自
分
の
力
不
足
を
実
感

し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災

　
　
　
支
援
物
資
の
寄
附

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
東
日
本

大
震
災
の
支
援
物
資
と
し
て
紙
オ
ム

ツ
を
２
１
６
０
枚
武
蔵
村
山
市
を
通

し
て
被
災
地
に
送
り
ま
し
た
。
わ
ず

か
で
す
が
少
し
で
も
被
災
者
の
お
役

に
立
つ
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
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平
成
23
年
度
事
業
計
画

平
成
23
年
度
事
業
計
画

●
福
祉
事
業
活
動

　
精
神
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
ス

ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
」
に
お
い
て
障
害

者
自
立
支
援
法
に
よ
る
新
体
系
移
行

を
今
年
４
月
１
日
付
で
実
施
す
る
。

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
最
後
の
体

系
移
行
と
な
り
、
支
援
種
別
は
就
労

移
行
支
援
10
名
と
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
20
名
の
多
機
能
型
で
30
名
定
員
と

す
る
。
移
行
前
は
26
名
定
員
だ
っ
た

の
で
４
名
の
定
員
増
と
な
る
が
、
障

害
特
性
上
10
人
前
後
の
欠
勤
が
常
時

あ
り
、
し
ば
ら
く
は
事
業
運
営
安
定

化
補
助
を
受
け
て
の
事
業
運
営
と
な

る
だ
ろ
う
が
、
補
助
制
度
も
い
つ
ま

で
続
く
か
分
か
ら
ず
、
独
力
で
事
業

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
現
在
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
は
封

入
作
業
や
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
組
立

を
主
に
行
っ
て
い
る
が
、
利
用
者
増

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
重
度

者
も
踏
ま
え
た
新
た
な
作
業
種
目
の

検
討
を
急
ぎ
、
今
年
度
中
に
東
京
都

自
立
基
盤
整
備
補
助
を
申
請
し
て
実

施
し
て
い
く
。

　
就
労
移
行
支
援
「
セ
ル
プ
あ
か
つ

き
」
は
更
な
る
一
般
就
労
支
援
で
の

支
援
体
制
強
化
を
図
る
。
前
年
度
下

半
期
に
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
や

企
業
開
拓
、
定
着
支
援
強
化
等
に
あ

た
る
職
員
を
２
名
増
員
し
４
名
体
制

と
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
り
２
名
の

就
職
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
一

方
で
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
が
就
労
移
行

支
援
に
移
行
し
て
か
ら
３
年
が
経
過

し
た
が
、
そ
の
間
利
用
者
も
大
幅
に

変
わ
り
、
よ
り
重
た
い
知
的
障
害
者

が
増
え
た
。
今
後
も
こ
の
流
れ
が
進

ん
で
い
く
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
利

用
者
の
障
害
特
性
に
合
っ
た
就
労
移

行
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
具
体
的
に
は
新
た
に
清
掃
業
者
の

協
力
に
よ
る
清
掃
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
や
新
規
事
業
の
紙
オ
ム
ツ
作

業
を
導
入
し
、
既
存
の
作
業
で
は
な

い
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
独
自
の
作
業
を

行
う
こ
と
で
責
任
の
あ
る
仕
事
と
し

て
位
置
付
け
る
。
ま
た
従
来
か
ら
の

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
の
訓
練
や
Ｓ
Ｓ
Ｔ

等
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
継
続
し
、
利
用
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
企
業
就
労
に
結
び
つ
き
や
す
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
す
る
。

　
今
年
度
は
建
物
の
耐
震
検
査
を
東

京
都
の
補
助
を
申
請
し
て
実
施
し
た

い
。
当
所
の
建
物
は
昭
和
49
年
の
第

一
期
建
築
か
ら
増
築
を
繰
り
返
し
て

き
た
が
、
東
側
４
階
建
本
館
と
中
央

部
３
階
建
作
業
棟
が
耐
震
新
基
準
以

前
の
建
物
で
あ
る
た
め
、
耐
震
強
度

が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
耐

震
補
強
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
す
ぐ

に
補
強
工
事
が
で
き
る
か
結
果
が
出

て
か
ら
の
判
断
と
な
る
が
、
建
物
の

現
状
を
把
握
す
る
必
要
性
も
あ
り
上

半
期
に
は
進
め
て
い
き
た
い
。

　
昨
年
４
月
に
瑞
穂
町
と
指
定
管
理

契
約
を
結
び
、
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

「
さ
く
ら
」
を
開
所
し
一
年
が
経
過

し
た
。
昨
年
度
は
利
用
者
や
そ
の
ご

家
族
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
重
点

を
置
い
て
き
た
が
、
今
年
度
は
工
賃

の
向
上
を
目
的
と
し
た
事
業
展
開
を

行
っ
て
い
く
。
町
の
公
立
施
設
で
あ

る
た
め
重
た
い
障
害
者
が
多
く
、
作

業
性
が
低
い
た
め
難
し
い
課
題
で
は

あ
る
が
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
で
あ

る
以
上
平
均
工
賃
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
必
要
も
あ
る
。
既
存
の
作
業
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
が
、
新
た
な

作
業
種
目
の
検
討
を
始
め
る
。
で
き

れ
ば
今
年
度
中
の
実
施
に
結
び
つ
け

ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　
事
業
関
係
で
は
昨
今
の
不
況
か
ら

今
年
度
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
は
否

め
な
い
。
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業

は
一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
は
回
復
し
て
き
た
も
の
の
、
好
調

期
の
内
容
か
ら
は
程
遠
く
、
ま
た
電

気
自
動
車
の
普
及
が
進
め
ば
い
ず
れ

は
無
く
な
る
部
品
で
あ
る
。
中
期
的

に
は
続
く
だ
ろ
う
が
、
今
以
上
の
受

注
増
は
見
込
め
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
新
規
の
事
業
展
開
を
今
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
ウ
エ
ス
事
業
も
売
上
は
横
ば
い
状

態
だ
が
、
現
状
維
持
の
た
め
に
は
新

規
開
拓
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
作
業
内
容
も
簡
易
で
障
害
者
向

け
の
事
業
で
も
あ
り
、
継
続
性
を
重

点
に
置
き
進
め
て
い
く
。

　
主
力
の
印
刷
事
業
に
お
い
て
も
こ

こ
数
年
の
売
上
減
少
に
と
も
な
い
、

昨
今
の
不
況
も
重
な
り
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
今
の
経
済
状
況
と

印
刷
業
自
体
の
発
展
性
が
乏
し
い
な

か
、
売
上
が
上
向
き
に
な
る
こ
と
は

難
し
い
。
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
収
支

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。
ま
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
設
備

も
視
野
に
入
れ
、
効
率
性
と
加
工
高

の
向
上
を
目
的
と
し
た
機
械
設
備
も

検
討
す
る
。

　
事
業
全
体
が
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
が
、利
用
者
の
工
賃
が
今
の
レ

ベ
ル
を
維
持
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

　
ま
た
障
害
の
一
元
化
に
よ
る
障
害

種
別
の
多
様
化
が
進
み
、
現
在
あ
か

つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
は
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
の
比
率

が
同
比
率
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
上

記
３
事
業
の
他
、
軽
作
業
を
幾
つ
か

実
施
し
て
い
る
が
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
の
重
度
化
に
適
し
た
新
規
事

業
を
実
施
す
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て

武
蔵
村
山
市
が
寝
た
き
り
の
高
齢
者

や
重
度
障
害
者
に
配
布
し
て
い
る
紙

鈴木理事長から藤野武蔵村山市長へ
目録を進呈（８月23日）
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オ
ム
ツ
配
布
事
業
を
４
月
か
ら
当
法

人
が
受
託
し
て
行
う
。
紙
オ
ム
ツ
に

は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
に
配
布
す
る
た
め
の
ピ
ッ
キ

ン
グ
作
業
が
障
害
者
の
作
業
種
目
と

な
り
、
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
の
知
的
障

害
者
の
作
業
種
目
と
し
て
い
く
。

●
地
域
福
祉

　
昨
年
に
引
き
続
き
武
蔵
村
山
市
障

害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー「
と
ら
い
」

の
受
託
を
続
け
て
い
く
。
３
年
目
に

な
る
が
開
所
以
来
登
録
者
は
増
加
し

て
お
り
障
害
者
の
就
職
も
一
定
の
成

果
が
出
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

他
の
支
援
機
関
と
連
携
を
強
化
し
障

害
者
の
一
般
就
労
を
進
め
て
い
く
。

　
武
蔵
村
山
市
と
の
協
力
の
も
と
、

福
祉
計
画
に
基
づ
き
地
域
の
障
害
者

福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
て
い
く
。
武

蔵
村
山
市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ

の
委
員
派
遣
、
前
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会
委

員
の
派
遣
も
行
っ
て
い
く
。
ま
た
市

内
の
福
祉
作
業
所
や
関
係
団
体
と
連

携
を
は
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推

進
し
、
地
域
の
一
層
の
就
労
支
援
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

平
成
2
3
年
度
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
資
金
収
支
予
算
書

（
単
位
：
千
円
）

勘
　
　
定
　
　
科
　
　
目

合
　
計

本
　
部

就
労
移
行
支
援
 

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
 

あ
か
つ
き
作
業
所
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
 

あ
か
つ
き
授
産
所

精
神
通
所
授
産
 

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
 

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

支収動活業事援支労就

入　　収

印
刷
事
業
収
入

11
0,0
00

0
0

10
4,0
00

6,0
00

0
0

作
業
部
一
課
収
入

15
,00
0

0
0

0
9,0
00

6,0
00

0
作
業
部
二
課
収
入

13
,00
0

0
2,5
00

0
10
,50
0

0
0

給
食
部
収
入

5,3
00

0
0

5,3
00

0
0

0
紙
オ
ム
ツ
事
業
収
入

15
,00
0

0
15
,00
0

0
0

0
0

そ
の
他
事
業
収
入

9,1
00

0
50
0

0
0

4,0
00

4,6
00

　
　
就
労
支
援
事
業
収
入
計

1
6
7,
4
0
0

0
1
8,
0
0
0

1
0
9,
3
0
0

2
5,
5
0
0

1
0,
0
0
0

4,
6
0
0

出支
就
労
支
援
事
業
支
出

16
7,4
00

0
18
,00
0

10
9,3
00

25
,50
0

10
,00
0

4,6
00

　
　
就
労
支
援
事
業
支
出
計

1
6
7,
4
0
0

0
1
8,
0
0
0

1
0
9,
3
0
0

2
5,
5
0
0

1
0,
0
0
0

4,
6
0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

0
0

0
0

0
0

0

支収るよに動活業事祉福

入　　収

措
置
費
収
入

37
0

0
13
0

0
24
0

0
0

自
立
支
援
費
収
入

16
8,4
76

0
42
,60
0

17
,16
0

43
,00
0

29
,56
0

36
,15
6

利
用
者
負
担
金
収
入

3,6
81

0
95
0

40
0

82
0

1,5
11

0
経
常
経
費
補
助
金
収
入

31
,49
6

13
0

6,8
40

4,0
52

9,2
20

10
,33
4

92
0

指
定
管
理
費
収
入

8,0
46

0
0

0
0

0
8,0
46

寄
付
金
収
入

62
0

50
0

10
0

10
0

10
0

雑
収
入

93
0

60
0

10
10
0

10
0

10
11
0

受
取
利
息
配
当
金
収
入

24
1

10
1

1
10

1
経
理
区
分
間
繰
入
収
入

4,6
00

4,6
00

0
0

0
0

0
　
　
福
祉
事
業
収
入
計

2
1
8,
2
4
3

5,
8
3
1

5
0,
5
5
0

2
1,
7
1
3

5
3,
4
8
1

4
1,
4
3
5

4
5,
2
3
3

出　　支
人
件
費
支
出

16
8,2
42

51
2

40
,65
0

18
,56
0

40
,60
0

34
,00
0

33
,92
0

事
務
費
支
出

25
,25
0

83
9

4,2
05

2,5
96

7,9
30

2,4
60

7,2
20

事
業
費
支
出

17
,67
1

4,4
95

1,1
57

5,0
51

3,7
75

3,1
93

経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

4,5
00

1,2
00

0
1,2
00

1,2
00

90
0

　
　
福
祉
事
業
支
出
計

2
1
5,
6
6
3

1,
3
5
1

5
0,
5
5
0

2
2,
3
1
3

5
4,
7
8
1

4
1,
4
3
5

4
5,
2
3
3

福
祉
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

2,
5
8
0

,5
8
0

5
8
0

4,
4
8
0

0
△

 
6
0
0

△
 
1,
3
0
0

,3
0
0

3
0
0

0
0

支収等備整設施
入収
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

11
,25
0

0
0

5,2
50

1,0
00

5,0
00

0
　
　
施
設
整
備
等
収
入
計

1
1,
2
5
0

,2
5
0

2
5
0

0
0

5,
2
5
0

,2
5
0

2
5
0

1,
0
0
0

,0
0
0

0
0
0

5,
0
0
0

,0
0
0

0
0
0

0

出支
固
定
資
産
取
得
支
出

12
,00
0

0
0

7,0
00

0
5,0
00

0
　
　
施
設
整
備
等
支
出
計

1
2,
0
0
0

,0
0
0

0
0
0

0
0

7,
0
0
0

0
5,
0
0
0

0

施
設
整
備
等
資
金
収
支
差
額

△
 
7
5
0

0
0

△
 
1,
7
5
0

1,
0
0
0

0
0

支収動活務財
入収
借
入
金
収
入

0
0

0
0

0
0

0
積
立
預
金
取
崩
収
入

2,6
50

0
0

2,3
50

30
0

0
0

　
　
財
務
収
入
計

2
6
5
0

0
0

2,
3
5
0

3
0
0

0
0

出支
借
入
金
元
金
償
還
金
支
出

4,4
80

4,4
80

0
0

0
0

0
　
　
財
務
支
出
計

4
4
8
0

4,
4
8
0

0
0

0
0

0

財
務
活
動
資
金
収
支
差
額

△
 
1,
8
3
0

,8
3
0

8
3
0

△
 
4,
4
8
0

0
2,
3
5
0

3
0
0

0
0

当
期
資
金
収
支
差
額
合
計

0
0

0
0

0
0

0

事
業
活
動
収
支
内
訳
表
（
平
成
2
2
年
４
月
１
日
～
平
成
2
3
年
３
月
3
1
日
）

（
単
位
：
円
）

勘
　
定
　
科
　
目

合
　
　
計

法
人
本
部

あ
か
つ
き
授
産
所

セ
ル
プ
あ
か
つ
き

あ
か
つ
き
作
業
所

ス
ペ
－
ス
・
ま
ど
か

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

部の支収動活業事援支労就
入収
就
労
支
援
事
業
収
入

14
5,6
25
,17
0

0
25
,56
7,2
32

4,7
33
,87
3

10
1,1
50
,69
4

10
,04
3,7
96

4,1
29
,57
5

就
労
支
援
事
業
活
動
収
入
計
（
1）

14
5,
62

5,
17

0
0

25
,5
67
,2
32

4,
73

3,
87

3
10

1,
15

0,
69

4
10
,0
43
,7
96

4,
12

9,
57

5

出支
就
労
支
援
事
業
販
売
原
価

13
3,3
32
,04
0

0
23
,02
3,9
23

4,0
74
,80
2

93
,33
7,6
64

9,2
73
,34
9

3,6
22
,30
2

販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

16
,79
8,1
24

0
39
1,7
76

81
,68
4

16
,30
8,3
53

16
,31
1

0
徴
収
不
能
額

96
3,4
60

0
51
,33
7

0
91
2,1
23

0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
支
出
計
（
2）

15
1,
09

3,
62

4
0

23
,4
67
,0
36

4,
15

6,
48

6
11

0,
55

8,
14

0
9,
28

9,
66

0
3,
62

2,
30

2

就
労
支
援
事
業
活
動
収
支
差
額
（
3）
=（
1）
-（
2）

△
 5
,4
68
,4
54

0
2,
10

0,
19

6
57

7,
38

7
△

 9
,4
07
,4
46

75
4,
13

6
50

7,
27

3

部の支収動活業事祉福
入収

措
置
費
収
入

42
1,2
50

0
29
0,1
30

13
1,1
20

0
0

0
管
理
費
収
入

10
,49
3,0
00

10
,49
3,0
00

自
立
支
援
費
収
入

12
9,4
66
,30
4

0
35
,95
6,2
29

42
,11
7,7
26

16
,17
6,2
69

0
35
,21
6,0
80

利
用
者
負
担
金
収
入

3,3
97
,30
0

0
1,0
06
,90
0

97
9,9
90

40
6,1
80

1,0
04
,23
0

0
経
常
経
費
補
助
金
収
入

67
,67
4,9
88

0
13
,77
4,7
81

7,8
34
,05
5

5,6
67
,36
7

39
,48
3,3
00

91
5,4
85

寄
附
金
収
入

1,1
05
,25
1

35
1,6
10

50
0,0
00

25
3,6
41

0
0

0
雑
収
入

1,8
70
,36
7

1,5
04
,50
0

10
8,2
55

18
,00
0

12
9,6
22

0
10
9,9
90

国
庫
補
助
金
等
特
別
積
立
金
取
崩
額

13
,07
2,2
93

5,0
62
,47
2

6,8
06
,82
9

66
1,7
85

51
1,2
07

30
,00
0

0
福
祉
事
業
活
動
収
入
計
（
4）

22
7,
50

0,
75

3
6,
91

8,
58

2
58
,4
43
,1
24

51
,9
96
,3
17

22
,8
90
,6
45

40
,5
17
,5
30

46
,7
34
,5
55

出支

人
件
費
支
出

16
0,7
25
,79
8

51
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成
22
年
度
事
業
報
告

●
概
要

　
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
、
未
曾
有
の
被
害
が
拡
大
し
、

多
く
の
方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
、
ま
た
多
く
の
被
災
者
が
出
て
い

る
。
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
一
日
で
も
早
い
復
興
が
望

ま
れ
る
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
エ
レ
ベ

ー
タ
は
止
ま
っ
た
も
の
の
、
人
的
、

物
的
被
害
は
無
く
、
落
ち
着
い
た
避

難
行
動
も
出
来
た
。
当
日
は
午
後
３

時
半
で
作
業
を
打
ち
切
り
、
交
通
機

関
の
乱
れ
も
あ
っ
た
た
め
、
職
員
が

手
分
け
を
し
て
利
用
者
の
自
宅
ま
で

送
迎
を
行
っ
た
。
翌
週
14
日
（
月
）

は
交
通
機
関
の
乱
れ
や
計
画
停
電
の

影
響
も
あ
り
、
利
用
者
の
施
設
利
用

は
休
み
と
し
た
が
、
翌
日
15
日
か
ら

は
施
設
業
務
を
再
開
し
た
。

　
障
害
者
自
立
支
援
法
は
昨
年
12
月

に
改
正
案
が
成
立
し
た
。
今
回
の
改

正
案
に
は
支
援
の
対
象
に
発
達
障
害

や
高
次
脳
機
能
障
害
等
、
今
ま
で
谷

間
の
障
害
と
言
わ
れ
て
き
た
障
害
が

障
害
者
自
立
支
援
法
に
追
加
さ
れ
た

ほ
か
、
応
益
負
担
か
ら
応
能
負
担
に

変
更
す
る
内
容
等
が
盛
り
込
ま
れ
、

こ
れ
ら
の
改
善
は
評
価
で
き
る
が
、

施
設
経
営
で
は
日
払
い
制
度
は
存
続

さ
れ
依
然
厳
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
。

　
平
成
25
年
度
実
施
予
定
の
障
害
者

自
立
支
援
法
に
代
わ
る
新
た
な
総
合

福
祉
法
（
仮
称
）
も
障
が
い
者
制
度

改
革
推
進
会
議
が
国
で
設
け
ら
れ
新

法
策
定
の
た
め
の
検
討
が
進
め
ら
れ

た
が
、
予
定
通
り
新
制
度
が
立
ち
上

が
る
か
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
福
祉
事
業
活
動

　
平
成
22
年
度
は
あ
か
つ
き
授
産
所

の
施
設
入
所
閉
鎖
直
後
の
影
響
か

ら
、
利
用
者
現
員
数
が
少
な
い
状
況

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
た
め
、

厳
し
い
年
度
に
な
る
と
当
初
か
ら
予

想
し
て
い
た
。
福
祉
事
業
活
動
に
よ

る
収
支
は
、
昨
年
４
月
に
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
と
な
っ
た
あ
か
つ
き
授
産

所
で
は
30
名
定
員
の
と
こ
ろ
20
名
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
下
半
期

就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
か

ら
利
用
期
間
終
了
に
よ
る
異
動
も
あ

り
、
最
終
的
に
は
58
万
円
の
黒
字
と

な
っ
た
。
逆
に
就
労
移
行
支
援
セ
ル

プ
あ
か
つ
き
で
は
下
半
期
以
降
の
利

用
者
数
減
が
ひ
び
き
、
１
９
６
万
円

の
赤
字
と
な
っ
た
。

　
あ
か
つ
き
作
業
所
に
お
い
て
も
、

あ
か
つ
き
授
産
所
の
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
移
行
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
の
就

労
継
続
支
援
Ａ
・
Ｂ
型
の
多
機
能
型

か
ら
Ａ
型
単
独
の
施
設
と
し
、Ｂ
型

利
用
者
の
あ
か
つ
き
授
産
所
異
動
で

現
員
数
が
減
り
、
４
４
０
万
円
の
赤

字
と
な
っ
た
。

　
あ
か
つ
き
作
業
所
は
雇
用
契
約
が

基
本
と
な
る
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の

た
め
今
後
も
利
用
者
数
の
増
加
は
難

し
い
が
、
あ
か
つ
き
授
産
所
と
セ
ル

プ
あ
か
つ
き
で
は
今
年
４
月
の
時
点

で
、
ほ
ぼ
定
員
ま
で
現
員
数
を
増
や

せ
た
の
で
23
年
度
は
あ
る
程
度
安
定

し
て
推
移
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
一
般
就
労
者
数
は
就
労
移
行
支
援

の
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
で
２
名
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
年
々
就
職
者
数
が
減

っ
て
お
り
今
の
障
害
者
雇
用
を
取
り

巻
く
環
境
の
厳
し
さ
を
感
じ
て
い
る

が
、就
労
移
行
支
援
体
制
の
見
直
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
見
直
し
を
図
り

一
人
で
も
多
く
就
職
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。

　
精
神
障
害
者
通
所
授
産
施
設
ス
ペ

ー
ス
・
ま
ど
か
は
平
成
23
年
４
月
の

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
新
体
系

移
行
の
た
め
の
準
備
を
進
め
た
。
対

象
障
害
者
を
引
き
続
き
精
神
障
害
者

と
し
、
就
労
移
行
支
援
と
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
の
多
機
能
型
と
し
た
。
精

神
障
害
者
は
環
境
の
変
化
に
弱
い
部

分
も
あ
る
た
め
、
利
用
者
や
ご
家
族

へ
の
説
明
に
力
を
入
れ
、
市
町
村
へ

の
手
続
き
も
施
設
側
が
主
体
と
な
り

早
め
に
行
っ
た
。

　
平
成
22
年
度
は
法
人
４
施
設
で
第

三
者
評
価
を
実
施
し
た
。
新
体
系
移

行
し
た
施
設
は
第
三
者
評
価
シ
ー
ト

が
旧
施
設
種
別
対
応
の
た
め
、
内
容

が
合
わ
な
い
箇
所
も
あ
っ
た
が
、
全

体
的
に
高
評
価
を
得
る
こ
と
が
出
来

た
。
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て

は
初
め
て
の
第
三
者
評
価
受
診
と
な

り
、
今
後
に
向
け
た
利
用
者
支
援
の

向
上
に
役
立
っ
た
。

　
昨
年
４
月
よ
り
瑞
穂
町
と
の
指
定

管
理
契
約
で
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

「
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
」
を

開
所
し
た
。
瑞
穂
町
心
身
障
害
者

（
児
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
か
ら

授
産
部
門
19
名
が
さ
く
ら
に
異
動
し

て
の
ス
タ
ー
ト
で
、
途
中
５
名
加
わ

り
３
月
末
現
在
24
名
の
現
員
数
と
な

っ
た
。
22
年
度
は
あ
ゆ
み
で
の
支
援

内
容
を
継
続
し
、
利
用
者
や
ご
家
族

と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
に
重
点
を
お

い
て
取
り
組
ん
だ
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　
就
労
支
援
事
業
活
動
に
よ
る
収
支

で
は
、
一
時
の
大
不
況
か
ら
の
回
復

も
あ
り
、
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
組
立

は
１
７
０
万
円
の
黒
字
、
ウ
エ
ス
加

工
販
売
は
２
２
５
万
円
の
黒
字
と
な

っ
た
。
し
か
し
印
刷
事
業
は
９
１
０

万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。
一
番
の
稼

ぎ
時
で
あ
る
年
度
末
に
計
画
停
電
の

影
響
で
一
時
稼
働
が
出
来
ず
、
外
注

が
増
え
て
し
ま
っ
た
要
因
は
あ
る
も

の
の
、
印
刷
業
界
自
体
の
落
ち
込
み

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
当
所
の
印
刷
事
業
の
方
向
性

に
つ
い
て
根
本
的
に
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
平
均
工
賃
は
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

の
あ
か
つ
き
作
業
所
で
15
万
円
、
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
あ
か
つ
き
授
産

所
で
は
３
万
３
千
円
と
な
り
前
年
度

と
横
ば
い
だ
っ
た
。

　
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
で
は

作
業
内
容
は
箱
折
り
、
段
ボ
ー
ル
加

工
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
の
選
瓶

作
業
や
公
園
清
掃
、
自
主
製
品
で
は

石
鹸
や
エ
コ
た
わ
し
の
制
作
等
を
行

っ
た
が
、
安
定
し
た
作
業
量
の
確
保

と
い
う
点
で
は
、
課
題
を
残
し
た
。

事
業
収
入
は
４
１
２
万
円
で
50
万
円

の
黒
字
と
な
っ
た
が
、
予
算
対
比
で

は
48
万
円
の
減
収
で
あ
る
。
５
月
よ

り
箱
折
り
の
単
価
が
下
が
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
売
上
に
影
響
が
出
た
と
言

え
る
。
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
一
部
の
受
注
作
業
が
ス
ト
ッ
プ

し
て
い
る
が
、
売
上
的
に
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
と
い
え

る
。
22
年
度
、
月
平
均
工
賃
は
９
千

３
０
０
円
と
な
っ
た
。

●
地
域
福
祉

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
新
た
に
立
ち
上
が
っ
た
武
蔵

村
山
市
自
立
支
援
協
議
会
へ
の
職
員

派
遣
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
懇
談
会

へ
の
職
員
派
遣
等
、
地
域
福
祉
向
上

へ
の
取
り
組
み
に
全
面
的
に
協
力
し

た
。
ま
た
市
内
福
祉
作
業
所
と
連
携

を
と
り
、
障
害
者
の
就
労
支
援
の
向

上
を
目
指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

を
推
進
し
た
。

　
武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
「
と
ら
い
」
は
22
年
度
末
で

登
録
者
１
５
２
名
と
な
り
、
う
ち
一

般
就
労
者
を
21
名
出
す
こ
と
が
で
き

た
。

貸借対照表（平成23年３月31日現在）
（単位：円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

勘定科目 当年度末 前年度末 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 126,180,284 127,664,649 △ 1,484,365 流動負債 36,600,881 34,754,967 1,845,914

現金 538,631 428,013 110,618 未払金 39,583,401 43,608,054 △ 4,024,653

普通預金 62,014,149 57,688,552 4,325,597 預り金 151,751 78,310 73,441

当座預金 294,786 1,041,537 △ 746,751 前受金 1,306,500 528,570 777,930

定期預金 11,290,872 12,161,880 △ 871,008 仮受金 5,122,905 0 5,122,905

郵便貯金 749,877 749,727 150 あかつき作業所勘定（流動負債） △ 7,951,338 △ 9,459,967 1,508,629

受取手形 680,543 0 680,543 あかつき授産所勘定（流動負債） △ 1,612,338 0 △ 1,612,338

売掛金 21,992,933 17,963,702 4,029,231 固定負債 20,980,000 25,460,000 △ 4,480,000

商品・製品 754,520 351,462 403,058 設備資金借入金 20,980,000 25,460,000 △ 4,480,000

原材料 1,642,482 1,746,617 △ 104,135 負債の部合計 57,580,881 60,214,967 △ 2,634,086

未収金 28,486,346 42,976,967 △ 14,490,621

立替金 7,298,821 1,889,830 5,408,991 純　資　産　の　部

前払金 0 126,329 △ 126,329 基本金 156,178,608 156,178,608 0

事業所勘定（流動） △ 9,563,676 △ 9,459,967 △ 103,709 基本金 156,178,608 156,178,608 0

固定資産 300,468,636 322,938,245 △ 22,469,609 国庫補助金等特別積立金 133,373,115 145,934,201 △ 12,561,086

基本財産 221,463,702 228,178,170 △ 6,714,468 国庫補助金等特別積立金 133,373,115 145,934,201 △ 12,561,086

建物 128,242,840 134,957,308 △ 6,714,468 その他の積立金 31,168,505 36,258,505 △ 5,090,000

土地 92,920,862 92,920,862 0 備品購入積立金 6,314,667 7,604,667 △ 1,290,000

基本財産特定預金 300,000 300,000 0 修繕積立金 11,094,988 14,894,988 △ 3,800,000

その他の固定資産 79,004,934 94,760,075 △ 15,755,141 人件費積立金 9,922,644 9,922,644 0

構築物 675,000 675,000 0 基本特定積立金 300,000 300,000 0

機械及び装置 36,676,300 46,951,606 △ 10,275,306 移行時特別積立金 3,536,206 3,536,206 0

車両運搬具 4,660,682 4,804,079 △ 143,397 次期繰越活動収支差額 48,347,811 52,016,613 △ 3,668,802

器具及び備品 5,946,733 6,193,171 △ 246,438 次期繰越活動収支差額 48,347,811 52,016,613 △ 3,668,802

権利 177,714 177,714 0 （うち当期活動収支差額） △ 8,758,802 32,124,471 △ 40,883,273

備品購入積立預金 6,314,667 7,604,667 △ 1,290,000

修繕積立預金 11,094,988 14,894,988 △ 3,800,000

人件費積立預金 9,922,644 9,922,644 0

移行時特別積立預金 3,536,206 3,536,206 0 純資産の部合計 369,068,039 390,387,927 △ 21,319,888

資産の部合計 426,648,920 450,602,894 △ 23,953,974 負債及び純資産の部合計 426,648,920 450,602,894 △ 23,953,974
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オ
ム
ツ
配
布
事
業
を
４
月
か
ら
当
法

人
が
受
託
し
て
行
う
。
紙
オ
ム
ツ
に

は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
に
配
布
す
る
た
め
の
ピ
ッ
キ

ン
グ
作
業
が
障
害
者
の
作
業
種
目
と

な
り
、
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
の
知
的
障

害
者
の
作
業
種
目
と
し
て
い
く
。

●
地
域
福
祉

　
昨
年
に
引
き
続
き
武
蔵
村
山
市
障

害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー「
と
ら
い
」

の
受
託
を
続
け
て
い
く
。
３
年
目
に

な
る
が
開
所
以
来
登
録
者
は
増
加
し

て
お
り
障
害
者
の
就
職
も
一
定
の
成

果
が
出
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

他
の
支
援
機
関
と
連
携
を
強
化
し
障

害
者
の
一
般
就
労
を
進
め
て
い
く
。

　
武
蔵
村
山
市
と
の
協
力
の
も
と
、

福
祉
計
画
に
基
づ
き
地
域
の
障
害
者

福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
て
い
く
。
武

蔵
村
山
市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ

の
委
員
派
遣
、
前
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会
委

員
の
派
遣
も
行
っ
て
い
く
。
ま
た
市

内
の
福
祉
作
業
所
や
関
係
団
体
と
連

携
を
は
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推

進
し
、
地
域
の
一
層
の
就
労
支
援
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

平
成
2
3
年
度
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
資
金
収
支
予
算
書

（
単
位
：
千
円
）

勘
　
　
定
　
　
科
　
　
目

合
　
計

本
　
部

就
労
移
行
支
援
 

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
 

あ
か
つ
き
作
業
所
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
 

あ
か
つ
き
授
産
所

精
神
通
所
授
産
 

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
 

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

支収動活業事援支労就

入　　収

印
刷
事
業
収
入

11
0,0
00

0
0

10
4,0
00

6,0
00

0
0

作
業
部
一
課
収
入

15
,00
0

0
0

0
9,0
00

6,0
00

0
作
業
部
二
課
収
入

13
,00
0

0
2,5
00

0
10
,50
0

0
0

給
食
部
収
入

5,3
00

0
0

5,3
00

0
0

0
紙
オ
ム
ツ
事
業
収
入

15
,00
0

0
15
,00
0

0
0

0
0

そ
の
他
事
業
収
入

9,1
00

0
50
0

0
0

4,0
00

4,6
00

　
　
就
労
支
援
事
業
収
入
計

1
6
7,
4
0
0

0
1
8,
0
0
0

1
0
9,
3
0
0

2
5,
5
0
0

1
0,
0
0
0

4,
6
0
0

出支
就
労
支
援
事
業
支
出

16
7,4
00

0
18
,00
0

10
9,3
00

25
,50
0

10
,00
0

4,6
00

　
　
就
労
支
援
事
業
支
出
計

1
6
7,
4
0
0

0
1
8,
0
0
0

1
0
9,
3
0
0

2
5,
5
0
0

1
0,
0
0
0

4,
6
0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

0
0

0
0

0
0

0

支収るよに動活業事祉福

入　　収

措
置
費
収
入

37
0

0
13
0

0
24
0

0
0

自
立
支
援
費
収
入

16
8,4
76

0
42
,60
0

17
,16
0

43
,00
0

29
,56
0

36
,15
6

利
用
者
負
担
金
収
入

3,6
81

0
95
0

40
0

82
0

1,5
11

0
経
常
経
費
補
助
金
収
入

31
,49
6

13
0

6,8
40

4,0
52

9,2
20

10
,33
4

92
0

指
定
管
理
費
収
入

8,0
46

0
0

0
0

0
8,0
46

寄
付
金
収
入

62
0

50
0

10
0

10
0

10
0

雑
収
入

93
0

60
0

10
10
0

10
0

10
11
0

受
取
利
息
配
当
金
収
入

24
1

10
1

1
10

1
経
理
区
分
間
繰
入
収
入

4,6
00

4,6
00

0
0

0
0

0
　
　
福
祉
事
業
収
入
計

2
1
8,
2
4
3

5,
8
3
1

5
0,
5
5
0

2
1,
7
1
3

5
3,
4
8
1

4
1,
4
3
5

4
5,
2
3
3

出　　支
人
件
費
支
出

16
8,2
42

51
2

40
,65
0

18
,56
0

40
,60
0

34
,00
0

33
,92
0

事
務
費
支
出

25
,25
0

83
9

4,2
05

2,5
96

7,9
30

2,4
60

7,2
20

事
業
費
支
出

17
,67
1

4,4
95

1,1
57

5,0
51

3,7
75

3,1
93

経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

4,5
00

1,2
00

0
1,2
00

1,2
00

90
0

　
　
福
祉
事
業
支
出
計

2
1
5,
6
6
3

1,
3
5
1

5
0,
5
5
0

2
2,
3
1
3

5
4,
7
8
1

4
1,
4
3
5

4
5,
2
3
3

福
祉
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

2,
5
8
0

,5
8
0

5
8
0

4,
4
8
0

0
△

 
6
0
0

△
 
1,
3
0
0

,3
0
0

3
0
0

0
0

支収等備整設施
入収
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

11
,25
0

0
0

5,2
50

1,0
00

5,0
00

0
　
　
施
設
整
備
等
収
入
計

1
1,
2
5
0

,2
5
0

2
5
0

0
0

5,
2
5
0

,2
5
0

2
5
0

1,
0
0
0

,0
0
0

0
0
0

5,
0
0
0

,0
0
0

0
0
0

0

出支
固
定
資
産
取
得
支
出

12
,00
0

0
0

7,0
00

0
5,0
00

0
　
　
施
設
整
備
等
支
出
計

1
2,
0
0
0

,0
0
0

0
0
0

0
0

7,
0
0
0

0
5,
0
0
0

0

施
設
整
備
等
資
金
収
支
差
額

△
 
7
5
0

0
0

△
 
1,
7
5
0

1,
0
0
0

0
0

支収動活務財
入収
借
入
金
収
入

0
0

0
0

0
0

0
積
立
預
金
取
崩
収
入

2,6
50

0
0

2,3
50

30
0

0
0

　
　
財
務
収
入
計

2
6
5
0

0
0

2,
3
5
0

3
0
0

0
0

出支
借
入
金
元
金
償
還
金
支
出

4,4
80

4,4
80

0
0

0
0

0
　
　
財
務
支
出
計

4
4
8
0

4,
4
8
0

0
0

0
0

0

財
務
活
動
資
金
収
支
差
額

△
 
1,
8
3
0

,8
3
0

8
3
0

△
 
4,
4
8
0

0
2,
3
5
0

3
0
0

0
0

当
期
資
金
収
支
差
額
合
計

0
0

0
0

0
0

0

事
業
活
動
収
支
内
訳
表
（
平
成
2
2
年
４
月
１
日
～
平
成
2
3
年
３
月
3
1
日
）

（
単
位
：
円
）

勘
　
定
　
科
　
目

合
　
　
計

法
人
本
部

あ
か
つ
き
授
産
所

セ
ル
プ
あ
か
つ
き

あ
か
つ
き
作
業
所

ス
ペ
－
ス
・
ま
ど
か

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

部の支収動活業事援支労就
入収
就
労
支
援
事
業
収
入

14
5,6
25
,17
0

0
25
,56
7,2
32

4,7
33
,87
3

10
1,1
50
,69
4

10
,04
3,7
96

4,1
29
,57
5

就
労
支
援
事
業
活
動
収
入
計
（
1）

14
5,
62

5,
17

0
0

25
,5
67
,2
32

4,
73

3,
87

3
10

1,
15

0,
69

4
10
,0
43
,7
96

4,
12

9,
57

5

出支
就
労
支
援
事
業
販
売
原
価

13
3,3
32
,04
0

0
23
,02
3,9
23

4,0
74
,80
2

93
,33
7,6
64

9,2
73
,34
9

3,6
22
,30
2

販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

16
,79
8,1
24

0
39
1,7
76

81
,68
4

16
,30
8,3
53

16
,31
1

0
徴
収
不
能
額

96
3,4
60

0
51
,33
7

0
91
2,1
23

0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
支
出
計
（
2）

15
1,
09

3,
62

4
0

23
,4
67
,0
36

4,
15

6,
48

6
11

0,
55

8,
14

0
9,
28

9,
66

0
3,
62

2,
30

2

就
労
支
援
事
業
活
動
収
支
差
額
（
3）
=（
1）
-（
2）

△
 5
,4
68
,4
54

0
2,
10

0,
19

6
57

7,
38

7
△

 9
,4
07
,4
46

75
4,
13

6
50

7,
27

3

部の支収動活業事祉福
入収

措
置
費
収
入

42
1,2
50

0
29
0,1
30

13
1,1
20

0
0

0
管
理
費
収
入

10
,49
3,0
00

10
,49
3,0
00

自
立
支
援
費
収
入

12
9,4
66
,30
4

0
35
,95
6,2
29

42
,11
7,7
26

16
,17
6,2
69

0
35
,21
6,0
80

利
用
者
負
担
金
収
入

3,3
97
,30
0

0
1,0
06
,90
0

97
9,9
90

40
6,1
80

1,0
04
,23
0

0
経
常
経
費
補
助
金
収
入

67
,67
4,9
88

0
13
,77
4,7
81

7,8
34
,05
5

5,6
67
,36
7

39
,48
3,3
00

91
5,4
85

寄
附
金
収
入

1,1
05
,25
1

35
1,6
10

50
0,0
00

25
3,6
41

0
0

0
雑
収
入

1,8
70
,36
7

1,5
04
,50
0

10
8,2
55

18
,00
0

12
9,6
22

0
10
9,9
90

国
庫
補
助
金
等
特
別
積
立
金
取
崩
額

13
,07
2,2
93

5,0
62
,47
2

6,8
06
,82
9

66
1,7
85

51
1,2
07

30
,00
0

0
福
祉
事
業
活
動
収
入
計
（
4）

22
7,
50

0,
75

3
6,
91

8,
58

2
58
,4
43
,1
24

51
,9
96
,3
17

22
,8
90
,6
45

40
,5
17
,5
30

46
,7
34
,5
55

出支

人
件
費
支
出

16
0,7
25
,79
8

51
2,0
00

37
,06
8,7
05

38
,93
1,3
36

19
,07
6,7
24

32
,52
5,7
38

32
,61
1,2
95

事
務
費
支
出

33
,33
7,6
79

39
2,5
86

6,9
08
,91
3

6,3
62
,20
8

6,0
87
,12
3

6,0
66
,97
1

7,5
19
,87
8

事
業
費
支
出

18
,63
0,4
99

0
5,1
94
,12
3

5,9
55
,22
9

1,6
25
,52
0

3,8
44
,67
0

2,0
10
,95
7

減
価
償
却
費

17
,19
8,5
40

2,4
63
,39
6

12
,23
6,3
58

2,0
46
,16
5

53
,71
8

39
8,9
03

0
福
祉
事
業
活
動
支
出
計
（
5）

22
9,
89

2,
51

6
3,
36

7,
98

2
61
,4
08
,0
99

53
,2
94
,9
38

26
,8
43
,0
85

42
,8
36
,2
82

42
,1
42
,1
30

福
祉
事
業
活
動
収
支
差
額
（
6）
=（
4）
-（
5）

△
 2
,3
91
,7
63

3,
55

0,
60

0
△

 2
,9
64
,9
75

△
 1
,2
98
,6
21

△
 3
,9
52
,4
40

△
 2
,3
18
,7
52

4,
59

2,
42

5

部の支収外動活業事
入収
借
入
金
利
息
補
助
金
収
入

14
2,8
00

14
2,8
00

0
0

0
0

0
受
取
利
息
配
当
金
収
入

80
,29
5

1,1
61

65
,40
3

4,9
97

2,9
13

5,0
39

78
2

経
理
区
分
間
繰
入
金
収
入

9,1
46
,78
2

2,9
50
,90
0

2,9
72
,57
4

1,2
31
,69
8

46
,80
0

1,9
44
,81
0

0
事
業
活
動
外
収
入
計
（
7）

9,
36

9,
87

7
3,
09

4,
86

1
3,
03

7,
97

7
1,
23

6,
69

5
49
,7
13

1,
94

9,
84

9
78

2

出支
借
入
金
利
息
支
出

14
2,8
00

14
2,8
00

0
0

0
0

0
経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

9,1
46
,78
2

4,2
51
,07
2

1,9
44
,81
0

2,0
50
,90
0

0
0

90
0,0
00

事
業
活
動
外
支
出
計
（
8）

9,
28

9,
58

2
4,
39

3,
87

2
1,
94

4,
81

0
2,
05

0,
90

0
0

0
90

0,
00

0

事
業
活
動
外
収
支
差
額
（
9）
=（
7）
-（
8）

80
,2
95

△
 1
,2
99
,0
11

1,
09

3,
16

7
△

 8
14
,2
05

49
,7
13

1,
94

9,
84

9
△

 8
99
,2
18

経
常
収
支
差
額
（
10
）
=（
3）
+（
6）
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9）

△
 7
,7
79
,9
22

2,
25

1,
58

9
22

8,
38

8
△

 1
,5
35
,4
39

△
 1

3,
31

0,
17

3
38

5,
23

3
4,
20

0,
48

0

部の支収別特
入収
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

0
0

0
0

0
0

0
特
別
収
入
計
（
11
）

0
0

0
0

0
0

0

出支
固
定
資
産
売
却
損
・
処
分
損
（
売
却
原
価
）

97
8,8
80

0
52
4,6
76

31
,68
9

64
,00
0

35
8,5
15

0
特
別
支
出
計
（
12
）

97
8,
88

0
0

52
4,
67

6
31
,6
89

64
,0
00

35
8,
51

5
0

特
別
収
支
差
額
（
13
）
=（
11
）
-（
12
）

△
 9

78
,8
80

0
△

 5
24
,6
76

△
 3

1,
68

9
△

 6
4,
00

0
△

 3
58
,5
15

0

当
期
活
動
収
支
差
額
（
14
）
=（
10
）
+（
13
）

△
 8
,7
58
,8
02

2,
25

1,
58

9
△

 2
96
,2
88

△
 1
,5
67
,1
28

△
 1

3,
37

4,
17

3
26
,7
18

4,
20

0,
48

0

部の額差支収動活越繰
前
期
繰
越
活
動
収
支
差
額
（
15
）

52
,0
16
,6
13

△
 4

3,
51

5,
01

9
45
,7
58
,2
19

25
,1
21
,8
78

18
,2
36
,4
71

6,
41

5,
06

4

当
期
末
繰
越
活
動
収
支
差
額
（
16
）
=（
14
）
+（
15
）

43
,2
57
,8
11

△
 4

1,
26

3,
43

0
45
,4
61
,9
31

23
,5
54
,7
50

4,
86

2,
29

8
6,
44

1,
78

2
4,
20

0,
48

0

基
本
金
取
崩
額
（
17
）

0
0

0
0

0
0

0

基
本
金
組
入
額
（
18
）

0
0

0
0

0
0

0

そ
の
他
の
積
立
金
取
崩
額
（
19
）

5,
09

0,
00

0
0

80
0,
00

0
0

4,
29

0,
00

0
0

0

そ
の
他
の
積
立
金
積
立
額
（
20
）

0
0

0
0

0
0

0

-）91
（+）81

（-）71
（+）61

（=）12
（
額
差
支
収
動
活
越
繰
期
次

48
,3
47
,8
11

△
 4

1,
26

3,
43

0
46
,2
61
,9
31

23
,5
54
,7
50

9,
15

2,
29

8
6,
44

1,
78

2
4,
20

0,
48

0
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平
成
22
年
度
事
業
報
告

平
成
22
年
度
事
業
報
告

●
概
要

　
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
、
未
曾
有
の
被
害
が
拡
大
し
、

多
く
の
方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
、
ま
た
多
く
の
被
災
者
が
出
て
い

る
。
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
一
日
で
も
早
い
復
興
が
望

ま
れ
る
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
エ
レ
ベ

ー
タ
は
止
ま
っ
た
も
の
の
、
人
的
、

物
的
被
害
は
無
く
、
落
ち
着
い
た
避

難
行
動
も
出
来
た
。
当
日
は
午
後
３

時
半
で
作
業
を
打
ち
切
り
、
交
通
機

関
の
乱
れ
も
あ
っ
た
た
め
、
職
員
が

手
分
け
を
し
て
利
用
者
の
自
宅
ま
で

送
迎
を
行
っ
た
。
翌
週
14
日
（
月
）

は
交
通
機
関
の
乱
れ
や
計
画
停
電
の

影
響
も
あ
り
、
利
用
者
の
施
設
利
用

は
休
み
と
し
た
が
、
翌
日
15
日
か
ら

は
施
設
業
務
を
再
開
し
た
。

　
障
害
者
自
立
支
援
法
は
昨
年
12
月

に
改
正
案
が
成
立
し
た
。
今
回
の
改

正
案
に
は
支
援
の
対
象
に
発
達
障
害

や
高
次
脳
機
能
障
害
等
、
今
ま
で
谷

間
の
障
害
と
言
わ
れ
て
き
た
障
害
が

障
害
者
自
立
支
援
法
に
追
加
さ
れ
た

ほ
か
、
応
益
負
担
か
ら
応
能
負
担
に

変
更
す
る
内
容
等
が
盛
り
込
ま
れ
、

こ
れ
ら
の
改
善
は
評
価
で
き
る
が
、

施
設
経
営
で
は
日
払
い
制
度
は
存
続

さ
れ
依
然
厳
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
。

　
平
成
25
年
度
実
施
予
定
の
障
害
者

自
立
支
援
法
に
代
わ
る
新
た
な
総
合

福
祉
法
（
仮
称
）
も
障
が
い
者
制
度

改
革
推
進
会
議
が
国
で
設
け
ら
れ
新

法
策
定
の
た
め
の
検
討
が
進
め
ら
れ

た
が
、
予
定
通
り
新
制
度
が
立
ち
上

が
る
か
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
福
祉
事
業
活
動

　
平
成
22
年
度
は
あ
か
つ
き
授
産
所

の
施
設
入
所
閉
鎖
直
後
の
影
響
か

ら
、
利
用
者
現
員
数
が
少
な
い
状
況

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
た
め
、

厳
し
い
年
度
に
な
る
と
当
初
か
ら
予

想
し
て
い
た
。
福
祉
事
業
活
動
に
よ

る
収
支
は
、
昨
年
４
月
に
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
と
な
っ
た
あ
か
つ
き
授
産

所
で
は
30
名
定
員
の
と
こ
ろ
20
名
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
下
半
期

就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
か

ら
利
用
期
間
終
了
に
よ
る
異
動
も
あ

り
、
最
終
的
に
は
58
万
円
の
黒
字
と

な
っ
た
。
逆
に
就
労
移
行
支
援
セ
ル

プ
あ
か
つ
き
で
は
下
半
期
以
降
の
利

用
者
数
減
が
ひ
び
き
、
１
９
６
万
円

の
赤
字
と
な
っ
た
。

　
あ
か
つ
き
作
業
所
に
お
い
て
も
、

あ
か
つ
き
授
産
所
の
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
移
行
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
の
就

労
継
続
支
援
Ａ
・
Ｂ
型
の
多
機
能
型

か
ら
Ａ
型
単
独
の
施
設
と
し
、Ｂ
型

利
用
者
の
あ
か
つ
き
授
産
所
異
動
で

現
員
数
が
減
り
、
４
４
０
万
円
の
赤

字
と
な
っ
た
。

　
あ
か
つ
き
作
業
所
は
雇
用
契
約
が

基
本
と
な
る
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の

た
め
今
後
も
利
用
者
数
の
増
加
は
難

し
い
が
、
あ
か
つ
き
授
産
所
と
セ
ル

プ
あ
か
つ
き
で
は
今
年
４
月
の
時
点

で
、
ほ
ぼ
定
員
ま
で
現
員
数
を
増
や

せ
た
の
で
23
年
度
は
あ
る
程
度
安
定

し
て
推
移
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
一
般
就
労
者
数
は
就
労
移
行
支
援

の
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
で
２
名
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
年
々
就
職
者
数
が
減

っ
て
お
り
今
の
障
害
者
雇
用
を
取
り

巻
く
環
境
の
厳
し
さ
を
感
じ
て
い
る

が
、就
労
移
行
支
援
体
制
の
見
直
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
見
直
し
を
図
り

一
人
で
も
多
く
就
職
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。

　
精
神
障
害
者
通
所
授
産
施
設
ス
ペ

ー
ス
・
ま
ど
か
は
平
成
23
年
４
月
の

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
新
体
系

移
行
の
た
め
の
準
備
を
進
め
た
。
対

象
障
害
者
を
引
き
続
き
精
神
障
害
者

と
し
、
就
労
移
行
支
援
と
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
の
多
機
能
型
と
し
た
。
精

神
障
害
者
は
環
境
の
変
化
に
弱
い
部

分
も
あ
る
た
め
、
利
用
者
や
ご
家
族

へ
の
説
明
に
力
を
入
れ
、
市
町
村
へ

の
手
続
き
も
施
設
側
が
主
体
と
な
り

早
め
に
行
っ
た
。

　
平
成
22
年
度
は
法
人
４
施
設
で
第

三
者
評
価
を
実
施
し
た
。
新
体
系
移

行
し
た
施
設
は
第
三
者
評
価
シ
ー
ト

が
旧
施
設
種
別
対
応
の
た
め
、
内
容

が
合
わ
な
い
箇
所
も
あ
っ
た
が
、
全

体
的
に
高
評
価
を
得
る
こ
と
が
出
来

た
。
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て

は
初
め
て
の
第
三
者
評
価
受
診
と
な

り
、
今
後
に
向
け
た
利
用
者
支
援
の

向
上
に
役
立
っ
た
。

　
昨
年
４
月
よ
り
瑞
穂
町
と
の
指
定

管
理
契
約
で
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

「
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
」
を

開
所
し
た
。
瑞
穂
町
心
身
障
害
者

（
児
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
か
ら

授
産
部
門
19
名
が
さ
く
ら
に
異
動
し

て
の
ス
タ
ー
ト
で
、
途
中
５
名
加
わ

り
３
月
末
現
在
24
名
の
現
員
数
と
な

っ
た
。
22
年
度
は
あ
ゆ
み
で
の
支
援

内
容
を
継
続
し
、
利
用
者
や
ご
家
族

と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
に
重
点
を
お

い
て
取
り
組
ん
だ
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　
就
労
支
援
事
業
活
動
に
よ
る
収
支

で
は
、
一
時
の
大
不
況
か
ら
の
回
復

も
あ
り
、
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
組
立

は
１
７
０
万
円
の
黒
字
、
ウ
エ
ス
加

工
販
売
は
２
２
５
万
円
の
黒
字
と
な

っ
た
。
し
か
し
印
刷
事
業
は
９
１
０

万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。
一
番
の
稼

ぎ
時
で
あ
る
年
度
末
に
計
画
停
電
の

影
響
で
一
時
稼
働
が
出
来
ず
、
外
注

が
増
え
て
し
ま
っ
た
要
因
は
あ
る
も

の
の
、
印
刷
業
界
自
体
の
落
ち
込
み

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
当
所
の
印
刷
事
業
の
方
向
性

に
つ
い
て
根
本
的
に
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
平
均
工
賃
は
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

の
あ
か
つ
き
作
業
所
で
15
万
円
、
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
あ
か
つ
き
授
産

所
で
は
３
万
３
千
円
と
な
り
前
年
度

と
横
ば
い
だ
っ
た
。

　
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
で
は

作
業
内
容
は
箱
折
り
、
段
ボ
ー
ル
加

工
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
の
選
瓶

作
業
や
公
園
清
掃
、
自
主
製
品
で
は

石
鹸
や
エ
コ
た
わ
し
の
制
作
等
を
行

っ
た
が
、
安
定
し
た
作
業
量
の
確
保

と
い
う
点
で
は
、
課
題
を
残
し
た
。

事
業
収
入
は
４
１
２
万
円
で
50
万
円

の
黒
字
と
な
っ
た
が
、
予
算
対
比
で

は
48
万
円
の
減
収
で
あ
る
。
５
月
よ

り
箱
折
り
の
単
価
が
下
が
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
売
上
に
影
響
が
出
た
と
言

え
る
。
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
一
部
の
受
注
作
業
が
ス
ト
ッ
プ

し
て
い
る
が
、
売
上
的
に
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
と
い
え

る
。
22
年
度
、
月
平
均
工
賃
は
９
千

３
０
０
円
と
な
っ
た
。

●
地
域
福
祉

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
新
た
に
立
ち
上
が
っ
た
武
蔵

村
山
市
自
立
支
援
協
議
会
へ
の
職
員

派
遣
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
懇
談
会

へ
の
職
員
派
遣
等
、
地
域
福
祉
向
上

へ
の
取
り
組
み
に
全
面
的
に
協
力
し

た
。
ま
た
市
内
福
祉
作
業
所
と
連
携

を
と
り
、
障
害
者
の
就
労
支
援
の
向

上
を
目
指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

を
推
進
し
た
。

　
武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
「
と
ら
い
」
は
22
年
度
末
で

登
録
者
１
５
２
名
と
な
り
、
う
ち
一

般
就
労
者
を
21
名
出
す
こ
と
が
で
き

た
。

貸借対照表（平成23年３月31日現在）
（単位：円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

勘定科目 当年度末 前年度末 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 126,180,284 127,664,649 △ 1,484,365 流動負債 36,600,881 34,754,967 1,845,914

現金 538,631 428,013 110,618 未払金 39,583,401 43,608,054 △ 4,024,653

普通預金 62,014,149 57,688,552 4,325,597 預り金 151,751 78,310 73,441

当座預金 294,786 1,041,537 △ 746,751 前受金 1,306,500 528,570 777,930

定期預金 11,290,872 12,161,880 △ 871,008 仮受金 5,122,905 0 5,122,905

郵便貯金 749,877 749,727 150 あかつき作業所勘定（流動負債） △ 7,951,338 △ 9,459,967 1,508,629

受取手形 680,543 0 680,543 あかつき授産所勘定（流動負債） △ 1,612,338 0 △ 1,612,338

売掛金 21,992,933 17,963,702 4,029,231 固定負債 20,980,000 25,460,000 △ 4,480,000

商品・製品 754,520 351,462 403,058 設備資金借入金 20,980,000 25,460,000 △ 4,480,000

原材料 1,642,482 1,746,617 △ 104,135 負債の部合計 57,580,881 60,214,967 △ 2,634,086

未収金 28,486,346 42,976,967 △ 14,490,621

立替金 7,298,821 1,889,830 5,408,991 純　資　産　の　部

前払金 0 126,329 △ 126,329 基本金 156,178,608 156,178,608 0

事業所勘定（流動） △ 9,563,676 △ 9,459,967 △ 103,709 基本金 156,178,608 156,178,608 0

固定資産 300,468,636 322,938,245 △ 22,469,609 国庫補助金等特別積立金 133,373,115 145,934,201 △ 12,561,086

基本財産 221,463,702 228,178,170 △ 6,714,468 国庫補助金等特別積立金 133,373,115 145,934,201 △ 12,561,086

建物 128,242,840 134,957,308 △ 6,714,468 その他の積立金 31,168,505 36,258,505 △ 5,090,000

土地 92,920,862 92,920,862 0 備品購入積立金 6,314,667 7,604,667 △ 1,290,000

基本財産特定預金 300,000 300,000 0 修繕積立金 11,094,988 14,894,988 △ 3,800,000

その他の固定資産 79,004,934 94,760,075 △ 15,755,141 人件費積立金 9,922,644 9,922,644 0

構築物 675,000 675,000 0 基本特定積立金 300,000 300,000 0

機械及び装置 36,676,300 46,951,606 △ 10,275,306 移行時特別積立金 3,536,206 3,536,206 0

車両運搬具 4,660,682 4,804,079 △ 143,397 次期繰越活動収支差額 48,347,811 52,016,613 △ 3,668,802

器具及び備品 5,946,733 6,193,171 △ 246,438 次期繰越活動収支差額 48,347,811 52,016,613 △ 3,668,802

権利 177,714 177,714 0 （うち当期活動収支差額） △ 8,758,802 32,124,471 △ 40,883,273

備品購入積立預金 6,314,667 7,604,667 △ 1,290,000

修繕積立預金 11,094,988 14,894,988 △ 3,800,000

人件費積立預金 9,922,644 9,922,644 0

移行時特別積立預金 3,536,206 3,536,206 0 純資産の部合計 369,068,039 390,387,927 △ 21,319,888

資産の部合計 426,648,920 450,602,894 △ 23,953,974 負債及び純資産の部合計 426,648,920 450,602,894 △ 23,953,974
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東
日
本
大
震
災

　被
災
地
職
員
派
遣
報
告

東
日
本
大
震
災

　被
災
地
職
員
派
遣
報
告

〜
み
や
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）に
参
加
を
し
て
〜

総
務
　
戸
村

　仁
郎

　
5
月
14
日
か
ら
5
月
21
日
ま
で
の

8
日
間
、み
や
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー（
Ｊ

Ｄ
Ｆ
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
被
災
地

の
復
興
支
援
に
参
加
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
ず
被
災
地
に
入
り
感
じ

た
こ
と
は
、
映
像
で
見
る
被
災
地
と

実
際
に
見
る
被
災
地
と
で
は
ま
っ
た

く
の
別
物
だ
と
い
う
事
で
し
た
。
テ

レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
得
る
情

報
で
は
、
視
覚
と
い
う
限
ら
れ
た
感

覚
で
し
か
情
報
を
得
ら
れ
な
い
の
に

対
し
て
、
実
際
の
被
災
地
で
は
潮
と

ヘ
ド
ロ
の
混
じ
っ
た
臭
い
や
、
自
分

の
身
長
を
軽
々
と
超
え
る
残
骸
の
高

さ
な
ど
想
像
以
上
の
光
景
に
言
葉
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
自
分
に
何
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か

と
思
い
な
が
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
私
が
担
当
し
た
地
域
は
、
宮
城
県

南
部
に
あ
る
山
元
町
の
工
房
地
球
村

と
い
う
精
神
障
害
者
通
所
授
産
施
設

の
復
興
支
援
で
、
参
加
を
し
た
期
間

は
施
設
の
再
開
2
週
目
に
あ
た
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
職
員
と
い
う
形
で
の
活

動
で
し
た
。
山
元
町
は
イ
チ
ゴ
農
家

が
全
部
で
１
５
０
件
を
超
え
る
イ
チ

ゴ
の
名
産
地
で
あ
っ
た
場
所
で
す

が
、
地
震
や
津
波
の
被
害
で
わ
ず
か

3
件
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
と
地
元
農

家
の
方
に
聞
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
山

元
町
に
あ
る
地
球
村
で
は
加
工
用
の

い
ち
ご
を
ジ
ャ
ム
に
し
た
り
、
ク
ッ

キ
ー
に
使
用
し
た
り
と
震
災
の
影
響

で
施
設
を
再
開
し
て
も
授
産
項
目
が

全
く
な
い
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
中
で
も
施
設
を
再
開
し
た
こ

と
で
利
用
者
の
方
の
日
中
活
動
の
場

所
と
し
て
、
と
て
も
大
き
な
役
割
に

な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
の
中
に
は
避
難
所
か
ら

通
っ
て
い
る
方
や
、
家
族
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
方
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ

り
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
状
態
で
し
た
。
施
設
が
そ
こ
に
在

る
、
居
場
所
が
在
る
と
い
う
事
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
改
め
て
実
感

を
し
ま
し
た
。
震
災
か
ら
3
カ
月
が

た
っ
た
今
、
少
し
ず
つ
被
災
地
は
復

興
に
向
か
っ
て
い
る
と
ニ
ュ
ー
ス
で

聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
把
握
で

き
て
い
な
い
状
態
が
あ
り
、
ま
た
本

人
か
ら
支
援
を
求
め
る
こ
と
の
難
し

い
方
が
い
る
事
を
被
災
地
に
行
っ
て

み
て
感
じ
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
福
祉
施
設
の
職
員
と
し
て
、

ま
た
一
個
人
と
し
て
支
援
に
携
わ
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

被
災
地

　
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
て

印
刷
部
　
押
川

　
　遊

　
宮
城
の
被
災
地
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
、
5
月
14
日
か
ら
21
日
の
第

8
ク
ー
ル
、
6
月
24
日
か
ら
30
日
の

第
14
ク
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　
第
8
ク
ー
ル
で
は
、
地
震
と
津
波

の
被
害
が
大
き
か
っ
た
女
川
町
で
の

活
動
、
活
動
内
容
は
障
害
者
の
所
在

確
認
と
ニ
ー
ズ
調
査
、
第
14
ク
ー
ル

で
は
山
元
町
に
あ
る
軽
作
業
所
で
の

日
中
活
動
支
援
で
し
た
。

　
女
川
町
は
被
害
が
大
き
く
、
第
8

ク
ー
ル
で
訪
れ
た
時
は
市
街
地
の
鉄

筋
ビ
ル
が
倒
れ
、
残
っ
た
ビ
ル
の
屋

上
に
は
車
や
家
が
乗
っ
て
お
り
、
瓦

礫
は
街
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
。
他
に

も
工
場
で
よ
く
見
る
球
体
の
タ
ン
ク

が
い
く
つ
も
転
が
っ
て
い
た
り
、
線

路
は
捲
れ
電
車
も
横
転
、
船
が
内
地

の
方
に
放
置
さ
れ
て
る
の
は
当
然
の

光
景
で
、
山
の
中
腹
に
引
っ
か
か
っ

て
い
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
交
通
は

自
衛
隊
の
誘
導
で
瓦
礫
を
避
け
な
が

ら
、
迂
回
路
に
な
っ
て
い
る
山
道
も

地
割
れ
と
土
砂
が
頻
繁
に
あ
り
非
常

に
危
険
な
状
況
で
し
た
。

　
第
14
ク
ー
ル
で
は
一
日
だ
け
女
川

町
に
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

辺
り
一
面
に
散
乱
し
て
い
た
瓦
礫
は

い
く
つ
か
の
ビ
ル
と
建
築
物
の
土
台

を
残
し
殆
ど
撤
去
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
以
前
は
そ
の
日
の
対
応
に

追
わ
れ
て
い
た
市
役
所
や
社
会
福
祉

協
議
会
も
少
し
落
ち
着
い
た
様
子

で
、
会
議
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
震
災
か
ら
3
カ
月
で
瓦
礫
の
撤
去

が
終
わ
っ
た
状
態
と
聞
く
だ
け
で
は

遅
く
感
じ
ま
す
し
、
実
際
初
め
て
女

川
町
を
訪
れ
た
方
々
に
は
ま
だ
ま
だ

酷
い
状
況
だ
と
感
じ
た
よ
う
で
す

が
、
以
前
の
状
況
か
ら
現
状
ま
で
一

カ
月
程
度
で
と
い
う
の
は
非
常
に
早

く
感
じ
ま
し
た
し
、
被
災
地
の
方
々

も
「
瓦
礫
撤
去
が
早
い
」
と
い
う
話

を
し
て
い
ま
し
た
。「
外
か
ら
見
た

被
災
地
」
と
「
中
か
ら
見
た
被
災
地
」

の
大
き
な
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
山
元
町
で
は
、
日
中
活
動
支
援
と

し
て
3
日
間
活
動
し
ま
し
た
。
こ
こ

は
女
川
町
と
は
状
況
が
全
く
違
い
津

波
は
到
達
し
て
お
ら
ず
一
見
被
害
が

少
な
く
見
え
ま
し
た
が
、
福
島
の
原

発
か
ら
60
キ
ロ
圏
内
に
あ
り
毎
日
放

射
能
測
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
地
面
か
ら
1
4
0
㎝
程
度
で
通

常
の
3
倍
、
地
面
で
は
4
倍
の
放
射

能
が
検
出
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。
作

業
の
一
つ
と
し
て
農
作
業
も
行
い
ま

し
た
が
作
物
を
収
穫
し
て
も
内
部
被

曝
の
可
能
性
が
あ
る
為
に
出
荷
も
み

ん
な
で
食
べ
る
事
も
出
来
な
い
と
い

う
事
で
し
た
。

　
こ
こ
で
は
障
害
者
の
方
と
接
す
る

機
会
が
多
く
あ
り
、
今
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
目
的
で
あ
る
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
え
る
場
所
だ
っ
た
の
で
す
が
、

日
常
会
話
の
中
で
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上

げ
る
と
い
う
の
は
思
っ
て
い
た
以
上

に
難
し
く
、
自
分
の
力
不
足
を
実
感

し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災

　
　
　
支
援
物
資
の
寄
附

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
東
日
本

大
震
災
の
支
援
物
資
と
し
て
紙
オ
ム

ツ
を
２
１
６
０
枚
武
蔵
村
山
市
を
通

し
て
被
災
地
に
送
り
ま
し
た
。
わ
ず

か
で
す
が
少
し
で
も
被
災
者
の
お
役

に
立
つ
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
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平
成
23
年
度
事
業
計
画

平
成
23
年
度
事
業
計
画

●
福
祉
事
業
活
動

　
精
神
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
ス

ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
」
に
お
い
て
障
害

者
自
立
支
援
法
に
よ
る
新
体
系
移
行

を
今
年
４
月
１
日
付
で
実
施
す
る
。

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
最
後
の
体

系
移
行
と
な
り
、
支
援
種
別
は
就
労

移
行
支
援
10
名
と
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
20
名
の
多
機
能
型
で
30
名
定
員
と

す
る
。
移
行
前
は
26
名
定
員
だ
っ
た

の
で
４
名
の
定
員
増
と
な
る
が
、
障

害
特
性
上
10
人
前
後
の
欠
勤
が
常
時

あ
り
、
し
ば
ら
く
は
事
業
運
営
安
定

化
補
助
を
受
け
て
の
事
業
運
営
と
な

る
だ
ろ
う
が
、
補
助
制
度
も
い
つ
ま

で
続
く
か
分
か
ら
ず
、
独
力
で
事
業

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
現
在
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
は
封

入
作
業
や
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
組
立

を
主
に
行
っ
て
い
る
が
、
利
用
者
増

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
重
度

者
も
踏
ま
え
た
新
た
な
作
業
種
目
の

検
討
を
急
ぎ
、
今
年
度
中
に
東
京
都

自
立
基
盤
整
備
補
助
を
申
請
し
て
実

施
し
て
い
く
。

　
就
労
移
行
支
援
「
セ
ル
プ
あ
か
つ

き
」
は
更
な
る
一
般
就
労
支
援
で
の

支
援
体
制
強
化
を
図
る
。
前
年
度
下

半
期
に
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
や

企
業
開
拓
、
定
着
支
援
強
化
等
に
あ

た
る
職
員
を
２
名
増
員
し
４
名
体
制

と
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
り
２
名
の

就
職
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
一

方
で
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
が
就
労
移
行

支
援
に
移
行
し
て
か
ら
３
年
が
経
過

し
た
が
、
そ
の
間
利
用
者
も
大
幅
に

変
わ
り
、
よ
り
重
た
い
知
的
障
害
者

が
増
え
た
。
今
後
も
こ
の
流
れ
が
進

ん
で
い
く
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
利

用
者
の
障
害
特
性
に
合
っ
た
就
労
移

行
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
具
体
的
に
は
新
た
に
清
掃
業
者
の

協
力
に
よ
る
清
掃
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
や
新
規
事
業
の
紙
オ
ム
ツ
作

業
を
導
入
し
、
既
存
の
作
業
で
は
な

い
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
独
自
の
作
業
を

行
う
こ
と
で
責
任
の
あ
る
仕
事
と
し

て
位
置
付
け
る
。
ま
た
従
来
か
ら
の

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
の
訓
練
や
Ｓ
Ｓ
Ｔ

等
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
継
続
し
、
利
用
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
企
業
就
労
に
結
び
つ
き
や
す
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
す
る
。

　
今
年
度
は
建
物
の
耐
震
検
査
を
東

京
都
の
補
助
を
申
請
し
て
実
施
し
た

い
。
当
所
の
建
物
は
昭
和
49
年
の
第

一
期
建
築
か
ら
増
築
を
繰
り
返
し
て

き
た
が
、
東
側
４
階
建
本
館
と
中
央

部
３
階
建
作
業
棟
が
耐
震
新
基
準
以

前
の
建
物
で
あ
る
た
め
、
耐
震
強
度

が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
耐

震
補
強
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
す
ぐ

に
補
強
工
事
が
で
き
る
か
結
果
が
出

て
か
ら
の
判
断
と
な
る
が
、
建
物
の

現
状
を
把
握
す
る
必
要
性
も
あ
り
上

半
期
に
は
進
め
て
い
き
た
い
。

　
昨
年
４
月
に
瑞
穂
町
と
指
定
管
理

契
約
を
結
び
、
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

「
さ
く
ら
」
を
開
所
し
一
年
が
経
過

し
た
。
昨
年
度
は
利
用
者
や
そ
の
ご

家
族
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
重
点

を
置
い
て
き
た
が
、
今
年
度
は
工
賃

の
向
上
を
目
的
と
し
た
事
業
展
開
を

行
っ
て
い
く
。
町
の
公
立
施
設
で
あ

る
た
め
重
た
い
障
害
者
が
多
く
、
作

業
性
が
低
い
た
め
難
し
い
課
題
で
は

あ
る
が
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
で
あ

る
以
上
平
均
工
賃
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
必
要
も
あ
る
。
既
存
の
作
業
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
が
、
新
た
な

作
業
種
目
の
検
討
を
始
め
る
。
で
き

れ
ば
今
年
度
中
の
実
施
に
結
び
つ
け

ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　
事
業
関
係
で
は
昨
今
の
不
況
か
ら

今
年
度
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
は
否

め
な
い
。
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業

は
一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
は
回
復
し
て
き
た
も
の
の
、
好
調

期
の
内
容
か
ら
は
程
遠
く
、
ま
た
電

気
自
動
車
の
普
及
が
進
め
ば
い
ず
れ

は
無
く
な
る
部
品
で
あ
る
。
中
期
的

に
は
続
く
だ
ろ
う
が
、
今
以
上
の
受

注
増
は
見
込
め
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
新
規
の
事
業
展
開
を
今
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
ウ
エ
ス
事
業
も
売
上
は
横
ば
い
状

態
だ
が
、
現
状
維
持
の
た
め
に
は
新

規
開
拓
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
作
業
内
容
も
簡
易
で
障
害
者
向

け
の
事
業
で
も
あ
り
、
継
続
性
を
重

点
に
置
き
進
め
て
い
く
。

　
主
力
の
印
刷
事
業
に
お
い
て
も
こ

こ
数
年
の
売
上
減
少
に
と
も
な
い
、

昨
今
の
不
況
も
重
な
り
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
今
の
経
済
状
況
と

印
刷
業
自
体
の
発
展
性
が
乏
し
い
な

か
、
売
上
が
上
向
き
に
な
る
こ
と
は

難
し
い
。
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
収
支

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。
ま
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
設
備

も
視
野
に
入
れ
、
効
率
性
と
加
工
高

の
向
上
を
目
的
と
し
た
機
械
設
備
も

検
討
す
る
。

　
事
業
全
体
が
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
が
、利
用
者
の
工
賃
が
今
の
レ

ベ
ル
を
維
持
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

　
ま
た
障
害
の
一
元
化
に
よ
る
障
害

種
別
の
多
様
化
が
進
み
、
現
在
あ
か

つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
は
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
の
比
率

が
同
比
率
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
上

記
３
事
業
の
他
、
軽
作
業
を
幾
つ
か

実
施
し
て
い
る
が
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
の
重
度
化
に
適
し
た
新
規
事

業
を
実
施
す
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て

武
蔵
村
山
市
が
寝
た
き
り
の
高
齢
者

や
重
度
障
害
者
に
配
布
し
て
い
る
紙

鈴木理事長から藤野武蔵村山市長へ
目録を進呈（８月23日）
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みなさん
　よろしくお願い
　　　　　しま～す！！

■４月１日からあかつきコロニーの就労
移行に入りました三戸亜希子です。よ
ろしくお願いします。就労移行ではお
むつのピッキングをしたりおむつを袋
づめゴムかけ清掃をしています。仕事
にもなれて来てたのしくやっています。
就労移行　三戸亜希子

■ライオンが好きです。
　ルパンが好きです。
　アンパンマンが好きです。
　カメハメ波が好きです。
　ドンキーコングが好きです。

就労移行　大當健伍

■僕はサッカーが好きで浦和で試合が有
ると毎週の様に見に行っています。毎週
日曜日に小平のサッカーチームに入って
練習や試合をしています。人生と恋愛は
サッカーに似てると思います。メモに書
いて会話しますがよろしくお願いします。

就労移行　青木　涼

■初めまして中渡です。どうぞ
気軽に話し掛けて下さい。
一生懸命頑張りますのでよ
ろしくお願いします。

作業二課　中渡義昭

■僕のとくいなことは、バスケットボ
ールが好きです。好きな食べもの
はなっとうが好きです。好きなか
しゅは、西野カナがスキです。あと
は、ソフトボールが好きです。あと
は、音楽きいてるのがいいですね。

就労移行　嶋田直人

■TVが好きです。TVがせつでんで
す。TVが暑くなります。本をよみ
たいです。パソコンが好きです。
夜中です。ペットボトルが同じで
す。トイレが好きです。ラーメン
が好きです。リモコンが好きです。
　　　就労移行　吉田直矢

■私は谷口しおりです。
　 高校はあきる野学園出身です。部活はバス
ケットボール部です。大会には二回出ました。

　 自分の長所は元気がいい所です。ですが、自
信が、ないと、声が小さくなってしまいます。

　 もっと、声を出して仕事ができる様に頑張り
ます。  就労移行　谷口しおり

　「
オ
ヤ
ジ
、
バ
ン
ザ
イ
」

　
今
回
、
理
事
長
の
大
役
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
鈴
木
賢
一
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
先
ず
最
初
に
何
故
、
私
が
理

事
長
に
選
任
さ
れ
た
か
と
言
い

ま
す
と
、
二
代
目
理
事
長
、
鈴
木

善
四
郎
が
私
の
父
だ
か
ら
で
す
。

　
今
で
は
私
の
父
の
事
を
知
っ

て
い
る
方
も
あ
ま
り
多
く
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
父
の
事
を

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
父
は

今
か
ら
三
十
六
年
前
の
八
月
八

日
に
五
十
九
才
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
父
は
北
海
道
の
出
身
で

戦
後
、
有
限
会
社
鈴
木
工
業
を

起
こ
し
ま
し
た
。
何
を
や
っ
た

か
と
言
い
ま
す
と
、
主
に
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
と
旧
郵
政
省
の
仕

事
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
父

は
私
に
沢
山
、
有
形
、
無
形
、
色

ん
な
物
を
遺
し
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
も
父
の

死
後
、
ず
っ
と
私
は
理
事
を
つ

と
め
て
き
ま
し
た
が
、
何
故
父

が
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
対
し

て
、
情
熱
を
も
や
し
て
や
っ
て

い
た
か
、
私
は
聞
い
た
事
も
な

く
、
疑
問
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
解

か
り
ま
し
た
。
私
は
十
才
の
頃
、

交
通
事
故
に
遭
い
、
今
も
右
足

首
が
曲
が
ら
な
い
為
、
身
体
障

害
五
級
で
す
。
そ
の
事
が
原
因

で
身
体
障
害
者
の
為
に
な
に
か
、

お
役
に
立
て
る
事
が
出
来
た
ら

と
思
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
私
も
こ
の
理
事

長
の
職
は
、
天
職
で
あ
り
、
天

命
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

父
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
私
は

九
十
才
に
な
る
母
と
一
緒
に
父

の
墓
に
毎
月
八
日
の
命
日
に
行

っ
て
拝
ん
で
お
り
ま
す
。

　
父
の
死
後
、
私
は
鈴
木
工
業

を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
当
時
、
二

億
円
の
売
上
げ
を
五
億
円
迄
伸

ば
し
ま
し
た
。
今
は
事
業
は
縮

小
し
ま
し
た
が
、
今
だ
に
繰
越

利
益
は
プ
ラ
ス
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

　
も
う
一
つ
父
の
遺
し
て
、
忘

れ
ら
れ
な
い
も
の
に
ゴ
ル
フ
が

あ
り
ま
す
。
千
葉
に
あ
る
東
千

葉
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と
い
う
会
員

権
で
す
。
父
が
亡
く
な
る
ま
で

私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
と
て
も
ゴ

ル
フ
を
す
る
暇
も
お
金
の
余
裕

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
体

障
害
者
で
あ
っ
て
も
、
右
足
首

が
曲
ら
な
い
位
は
、
な
ん
て
事

も
な
く
や
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

競
技
の
新
年
杯
で
準
優
勝
ま
で

と
り
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
も

十
五
に
な
り
ま
し
た
が
、
ゴ
ル

フ
場
が
倒
産
し
て
し
ま
い
、
最

近
は
あ
ま
り
や
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
非
常
に
残
念
な
の
は
、

父
と
一
緒
に
プ
レ
ー
を
す
る
事

が
一
度
も
出
来
な
か
っ
た
事
で

す
。
父
も
ゴ
ル
フ
は
大
好
き
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
晩
年
は
鳩
山

前
総
理
の
父
の
鳩
山
威
一
郎
さ

ん
と
よ
く
プ
レ
ー
を
し
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
関
係

で
顧
問
を
や
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
流
れ
で
日
産
の
エ
レ
メ
ン

ト
の
仕
事
を
も
ら
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
エ
レ
メ
ン
ト

の
仕
事
は
実
に
約
四
十
年
に
な

り
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の
大

き
な
柱
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

流
れ
で
鳩
山
さ
ん
二
男
の
邦
夫

さ
ん
が
、
台
東
区
、
文
京
区
、
中

央
区
か
ら
初
出
馬
し
て
衆
議
員

に
当
選
し
た
時
は
、
父
は
大
変

な
応
援
を
し
て
ま
し
た
。
そ
ん

な
関
係
で
今
で
も
家
に
は
御
中

元
、
御
歳
暮
が
邦
夫
さ
ん
か
ら

届
き
ま
す
。

　
最
後
に
も
う
一
つ
、
父
か
ら

貰
っ
た
も
の
に
西
独
の
留
学
の

話
が
あ
り
ま
す
。
私
は
私
立
暁

星
学
園
で
仏
語
を
勉
強
し
、
大

学
を
卒
業
後
、
西
独
と
英
国
に

留
学
し
帰
国
し
た
時
に
は
仏
語
、

独
語
、
英
語
と
三
ヶ
国
の
言
葉

を
喋
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
お
正
月
に
又
書
く
機
会

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
次

回
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
に
つ
い

て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

も
色
々
な
問
題
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
微
力
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
御
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

理
事
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

理
事
長

　鈴

　木

　賢

　一

施
設
長
　
熊
谷

　昌
博

　
早
い
も
の
で
、
指
定
管
理
者
と
し
て
の
運
営

も
２
年
目
を
迎
え
、
昨
年
度
の
反
省
点
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
普
段
は
、
箱
折
り
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
加
工
・
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
の
選
び
ん
作
業
・
外
作
業

（
草
取
り
・
清
掃
）
等
、
作
業
が
中
心
の
日
課
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
間
計
画
の
中
で
、
利
用
者

の
方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
行
事
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
実
施
し

た
行
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

⑴
日
帰
り
旅
行

　
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、３
月
末
か
ら
延
期

し
て
お
り
ま
し
た
日
帰
り
旅
行
を
、５
月
27
日

（
金
）
に
実
施
し
ま
し
た
。
大
型
バ
ス
で
、
埼
玉

県
秩
父
方
面
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
午
前

中
は
、
寄
居
町

に
あ
る
「
川
の

博
物
館
」
を

見
学
。
荒
川
の

歴
史
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

昼
食
は
長
瀞

の
「
長
生
館
」

に
て
摂
り
ま

し
た
。
長
瀞
と

言
え
ば
ラ
イ
ン
下
り
が
有
名
で
す
が
、
船
の
苦

手
な
方
が
い
る
た
め
、見
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

午
後
は
、「
小
松
沢
レ
ジ
ャ
ー
農
園
」
で
食
べ
放

題
の
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。時
期
的
に
、

お
土
産
用
は
な
く
食
べ
ら
れ
る
だ
け
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
中
に
は
30
個
も
食
べ
た
方
が
い
た

と
か
。
行
き
帰
り
の
バ
ス
で
は
、
皆
さ
ん
の
大
好

き
な
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
の
方
は
全
員
参

加
さ
れ
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
第
31
回
瑞
穂
町
福
祉
運
動
会

　「
ふ
れ
あ
い
・
さ
さ
え
あ
い
・
や
さ
し
さ
の
あ

る
ま
ち
　
み
ず
ほ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、６
月
19
日

（
日
）
瑞
穂
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
福

祉
運
動
会
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
瑞
穂

町
の
障
害
者
団
体
、
施
設
が
一
同
に
集
ま
り
、
パ

ン
食
い
競
争
・
玉
入
れ
・
綱
引
き
等
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
最
後
の
種
目
の
リ
レ
ー
で
は
、
全
員

参
加
の
中
、
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
の
レ
ー
ス
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
、
な
か
な
か
見
る
こ

と
の
で
き
な

い
利
用
者
の

方
の
一
面
を
、

垣
間
見
た
よ

う
な
気
が
し

ま
し
た
。



　
出
　
張
・
研
　
修

　
主
　
な
　
事
　
柄

入
所・退
所

入
所・退
所

・
理
事
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

・
平
成
23
年
度
事
業
計
画

・
平
成
22
年
度
事
業
報
告

・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
職
員
派
遣
報
告

・
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
「
さ
く
ら
」
近
況
報
告

・
新
人
紹
介

ススポポッットト

編
集
後
記

編
集
後
記

　
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
体
調
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
は
大
変
な
猛
暑
で
し
た
が
、

今
年
は
い
く
ら
か
過
ご
し
や
す
く

感
じ
ま
す
。電
力
の
節
電
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、当
所
も
出
来
る
だ

け
の
節
電
に
は
努
め
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
の
健
康
が
一
番
大
切
な
の

で
無
理
な
節
電
対
策
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
節
電
の
効
果
が
出
て
お
り
、７
月

の
今
年
度
と
前
年
度
の
比
較
で
は

一
日
当
た
り
13
％
の
節
電
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
福
祉
施
設
で
の
節
電
は
難
し
い

面
も
あ
り
ま
す
が
引
き
続
き
努
力

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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検
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災
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京
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避
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空
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ボ
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事
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ボ
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知
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30
　
エ
レ
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点
検
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入
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査

　
31
　
湯
澤
理
事
長
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６
　
月
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全
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報
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災
熱
感
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器
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事

　
21
　
耐
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５
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７
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穂
町
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相
談
支
援
２
日
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日
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）
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大
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）
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澤・岡
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）
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）
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３
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澤
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ロ
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ト

（
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嶋
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迄
）

　
27
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高
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藤
）

６
　
月

　
２
　
ゼ
ン
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ロ
理
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（
湯
澤・高
橋
３
日
迄
）

　
８
　
東
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協
総
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高
橋
）
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安
全
運
連
管
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者
講
習（
高
橋
）
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連
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）

　
14
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養
管
理
講
習（
神
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）
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伊
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の
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運
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委
員
会（
遠
藤
）

　
15
　
村
山
市
長
挨
拶
（
鈴
木・湯
澤・高
橋
）

　
17
　
東
社
協
研
修（
高
橋・郡
山・稲
積
）

　
　
　
革
細
工
機
器
見
学（
赤
星・遠
藤
）

　
23
　
授
産
連
総
会（
遠
藤
）

　
24
　
ゼ
ン
コ
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企
画
プ
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ト（
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藤
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ネ
ッ
ト（
高
橋・加
藤
）

　
30
　
学
校
運
営
協
議
会
準
備
会（
高
橋
）

　
湯
澤
理
事
長
の
退
任

　
５
月
末
を
も
ち
ま
し
て
湯
澤
理
事

長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。昭
和
60
年

に
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
入
社
し
、平

成
９
年
に
開
設
し
た
セ
ル
プ
あ
か
つ

き
の
施
設
長
と
な
り
、平
成
18
年
か

ら
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、長
年
に
わ

た
り
当
法
人
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し

た
。今
後
は
理
事
と
し
て
あ
か
つ
き
コ

ロ
ニ
ー
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
ま
た
湯
澤
元
理
事
長
か
ら
１
０
０

万
円
の
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
こ
と

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
当
に
長
年
に
わ
た
り
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

■
入
所

　
３
月
　
吉
田
　
直
矢（
就
労
移
行
）

　
４
月
　
谷
口
し
お
り（
就
労
移
行
）

　
　
　
　
大
當
　
健
伍（
就
労
移
行
）

　
　
　
　
嶋
田
　
直
人（
就
労
移
行
）

　
　
　
　
青
木
　
　
涼（
就
労
移
行
）

　
　
　
　
三
戸
亜
希
子（
就
労
移
行
）

　
７
月
　
中
渡
　
義
昭（
作
業
二
課
）

■
退
所

　
５
月
　
黒
沢
　
亮
太（
就
労
移
行
）

　
　
　
　
片
山
　
卓
哉（
就
労
移
行
）
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出
　
張
・
研
　
修

　
主
　
な
　
事
　
柄

入
所・退
所

入
所・退
所

・
理
事
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

・
平
成
23
年
度
事
業
計
画

・
平
成
22
年
度
事
業
報
告

・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
職
員
派
遣
報
告

・
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
「
さ
く
ら
」
近
況
報
告

・
新
人
紹
介

ススポポッットト

編
集
後
記

編
集
後
記

　
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
体
調
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
は
大
変
な
猛
暑
で
し
た
が
、

今
年
は
い
く
ら
か
過
ご
し
や
す
く

感
じ
ま
す
。電
力
の
節
電
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、当
所
も
出
来
る
だ

け
の
節
電
に
は
努
め
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
の
健
康
が
一
番
大
切
な
の

で
無
理
な
節
電
対
策
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
節
電
の
効
果
が
出
て
お
り
、７
月

の
今
年
度
と
前
年
度
の
比
較
で
は

一
日
当
た
り
13
％
の
節
電
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
福
祉
施
設
で
の
節
電
は
難
し
い

面
も
あ
り
ま
す
が
引
き
続
き
努
力

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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